
昭
和
二
十
二
年
労
働
省
令
第
十
二
号

職
業
安
定
法
施
行
規
則

職
業
安
定
法
施
行
規
則
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
職
業
安
定
組
織
の
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
命
令
で
職
業
安
定
組
織
と
は
、
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
（
以
下
「
職
業
安
定
局
」
と
い
う
。
）
、
都

道
府
県
労
働
局
、
公
共
職
業
安
定
所
等
す
べ
て
の
職
業
安
定
機
関
の
組
織
を
い
う
。

（
法
第
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
条
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
職
業
に
つ
い
て
求
人
開
拓
に
努
め
る
と
共
に
、
求
職
者
に
対

し
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
適
当
な
求
人
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
他
に
、
よ
り
適
当
な
求
職
者
が
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
選
択
す
る
い
か
な
る
職
業
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
条
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
す
べ
て
の
利
用
者
に
対
し
、
そ
の
申
込
の
受
理
、
面
接
、
指
導
、
紹
介
等
の
業
務

に
つ
い
て
人
種
、
国
籍
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
門
地
、
従
前
の
職
業
、
労
働
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
こ

と
等
を
理
由
と
し
て
、
差
別
的
な
取
扱
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
職
業
安
定
組
織
は
、
す
べ
て
の
求
職
者
に
対
し
て
、
そ
の
能
力
に
応
じ
た
就
職
の
機
会
を
多
か
ら
し
め
る
と
共

に
、
雇
用
主
に
対
し
て
は
、
絶
え
ず
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
、
労
働
者
の
雇
用
条
件
は
、
専
ら
作
業
の
遂
行
を
基
礎

と
し
て
こ
れ
を
定
め
る
よ
う
に
、
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
。
以
下
法
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
は
、
労
働
協
約
に

別
段
の
定
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
雇
用
主
が
労
働
者
を
選
択
す
る
自
由
を
妨
げ
ず
、
又
公
共
職
業
安
定
所
が
求
職

者
を
そ
の
能
力
に
応
じ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
法
第
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
　
法
第
四
条
第
六
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
募
集
情
報
等
提
供
の

事
業
を
行
う
者
、
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
労
働
者
供
給

事
業
者
と
す
る
。

２
　
労
働
者
を
提
供
し
こ
れ
を
他
人
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
労
働
に
従
事
さ
せ
る
者
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な

運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
労
働
者
派

遣
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
者
を
除
く
。
）
は
、
た
と
え
そ
の
契
約

の
形
式
が
請
負
契
約
で
あ
つ
て
も
、
次
の
各
号
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
法
第
四
条
第
八
項
の
規
定
に

よ
る
労
働
者
供
給
の
事
業
を
行
う
者
と
す
る
。

一
　
作
業
の
完
成
に
つ
い
て
事
業
主
と
し
て
の
財
政
上
及
び
法
律
上
の
全
て
の
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
を
、
指
揮
監
督
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
使
用
者
と
し
て
法
律
に
規
定
さ
れ
た
全
て
の
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る

こ
と
。

四
　
自
ら
提
供
す
る
機
械
、
設
備
、
器
材
（
業
務
上
必
要
な
る
簡
易
な
工
具
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
作
業
に

必
要
な
材
料
、
資
材
を
使
用
し
又
は
企
画
若
し
く
は
専
門
的
な
技
術
若
し
く
は
専
門
的
な
経
験
を
必
要
と
す
る

作
業
を
行
う
も
の
で
あ
つ
て
、
単
に
肉
体
的
な
労
働
力
を
提
供
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

３
　
前
項
の
各
号
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
行

う
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
を
免
れ
る
た
め
故
意
に
偽

装
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
事
業
の
真
の
目
的
が
労
働
力
の
供
給
に
あ
る
と
き
は
、
法
第
四
条
第
八
項
の
規

定
に
よ
る
労
働
者
供
給
の
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４
　
第
二
項
の
労
働
者
を
提
供
す
る
者
と
は
、
そ
れ
が
使
用
者
、
個
人
、
団
体
、
法
人
又
は
そ
の
他
い
か
な
る
名
称

形
式
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
。

５
　
第
二
項
の
労
働
者
の
提
供
を
受
け
て
こ
れ
を
自
ら
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
働
さ
せ
る
者
と
は
、
個
人
、
団
体
、

法
人
、
政
府
機
関
又
は
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
形
式
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
。

６
　
法
第
四
条
第
十
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
八
条
の
二
第
一
項
（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
第
一
号
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
職
員
団

体
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
団
体

又
は
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
会
職
員
の

組
合

二
　
前
号
に
掲
げ
る
団
体
又
は
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二

項
の
規
定
に
該
当
す
る
労
働
組
合
が
主
体
と
な
つ
て
構
成
さ
れ
、
自
主
的
に
労
働
条
件
の
維
持
改
善
そ
の
他
経

済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
（
団
体
に
準
ず
る
組
織
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ
　
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の

ロ
　
イ
以
外
の
も
の
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
（
以
下
「
職
業
安
定
局
長
」
と
い
う
。
）
が
定
め

る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

（
法
第
五
条
の
三
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
の
二
　
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
求
人
の
申
込
み
を
し
た
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
に
よ

る
求
職
者
、
募
集
に
応
じ
て
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
又
は
供
給
さ
れ
る
労
働
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
紹
介
求
職
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き
業

務
の
内
容
及
び
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
（
以
下
「
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
」
と
い
う
。
）

の
範
囲
内
で
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
特
定
す
る
場
合

二
　
紹
介
求
職
者
等
に
対
し
て
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

を
削
除
す
る
場
合

三
　
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
追
加
す
る
場
合

２
　
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
特
定
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

二
　
前
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
削
除
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

三
　
前
項
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
追
加
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

３
　
法
第
五
条
の
三
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
の
三

に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
（
当
該
労
働
契
約
の
期
間
の
満
了
後
に
当
該
労
働
契

約
を
更
新
す
る
場
合
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
有
期
労
働
契
約
」
と
い
う
。
）
に
係
る
職

業
紹
介
、
労
働
者
の
募
集
又
は
労
働
者
供
給
の
場
合
に
限
り
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
労
働
者
を
派

遣
労
働
者
（
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
雇
用
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

一
　
労
働
者
が
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
に
関
す
る
事
項
（
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
の
変
更
の
範
囲
を
含
む
。
）

二
　
労
働
契
約
の
期
間
に
関
す
る
事
項

二
の
二
　
試
み
の
使
用
期
間
に
関
す
る
事
項

二
の
三
　
有
期
労
働
契
約
を
更
新
す
る
場
合
の
基
準
に
関
す
る
事
項
（
通
算
契
約
期
間
（
労
働
契
約
法
（
平
成
十

九
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
算
契
約
期
間
を
い
う
。
）
又
は
有
期
労
働
契
約

の
更
新
回
数
に
上
限
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
当
該
上
限
を
含
む
。
）

三
　
就
業
の
場
所
に
関
す
る
事
項
（
就
業
の
場
所
の
変
更
の
範
囲
を
含
む
。
）

四
　
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
、
所
定
労
働
時
間
を
超
え
る
労
働
の
有
無
、
休
憩
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

五
　
賃
金
（
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
賞
与
及
び
労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十

三
号
）
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
賃
金
を
除
く
。
）
の
額
に
関
す
る
事
項

六
　
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る

労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
雇
用
保
険
の
適
用
に

関
す
る
事
項

七
　
労
働
者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
関
す
る
事
項

八
　
労
働
者
を
派
遣
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
旨

九
　
就
業
の
場
所
に
お
け
る
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

1



４
　
法
第
五
条
の
三
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
「
明
示
事
項
」
と
い
う
。
）
が
明
ら
か
と
な
る
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
業

紹
介
の
実
施
に
つ
い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

お
い
て
、
明
示
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一
　
書
面
の
交
付
の
方
法

二
　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
書
面
被
交
付
者
（
明
示
事
項
を
前
号
の
方
法
に
よ
り
明
示
す
る
場
合

に
お
い
て
、
書
面
の
交
付
を
受
け
る
べ
き
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
希
望
し

た
場
合
に
お
け
る
当
該
方
法

イ
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
す
る
送
信
の
方
法

ロ
　
電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通

信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い

う
。
以
下
「
電
子
メ
ー
ル
等
」
と
い
う
。
）
の
送
信
の
方
法
（
当
該
書
面
被
交
付
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等

の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）

５
　
前
項
第
二
号
イ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
装
置
に
よ
り
受
信
し
た
時
に
、
同
号
ロ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交

付
者
の
使
用
に
係
る
通
信
端
末
機
器
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
書
面
被
交

付
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６
　
法
第
五
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
明
示
は
、
試
み
の
使
用
期
間
中
の
従
事
す
べ
き
業
務

の
内
容
等
と
当
該
期
間
が
終
了
し
た
後
の
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
と
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
従

事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
示
す
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
求
人
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
及
び
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
求
職
者
、
募
集
に
応
じ
て

労
働
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
又
は
供
給
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ

れ
た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
に
関
す
る
記
録
を
、
当
該
明
示
に
係
る
職
業
紹
介
、
労
働
者
の
募
集
又
は
労
働

者
供
給
が
終
了
す
る
日
（
当
該
明
示
に
係
る
職
業
紹
介
、
労
働
者
の
募
集
又
は
労
働
者
供
給
が
終
了
す
る
日
以
降

に
当
該
明
示
に
係
る
労
働
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
明
示
に
係
る
労
働
契
約
を
締
結
す

る
日
）
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
求
人
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
求
職
者
の
紹
介
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
に
、
そ
の
者

を
採
用
し
た
か
ど
う
か
を
及
び
採
用
し
な
い
と
き
は
そ
の
理
由
を
、
速
や
か
に
、
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
条
の
四
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
の
三
　
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
書
面
の
交
付
の
方
法
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
を
利
用
し
て
す
る
送
信
の
方
法
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
の
方
法
又
は
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法

律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
放
送
、
同
項
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
有
線
放
送
若
し
く

は
同
項
第
九
号
の
五
イ
に
規
定
す
る
自
動
公
衆
送
信
装
置
そ
の
他
電
子
計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
接
続
し
て
す

る
方
法
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
ら
又
は
求
人
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
若
し
く
は
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
関
す
る

情
報

二
　
法
に
基
づ
く
業
務
の
実
績
に
関
す
る
情
報

３
　
法
第
五
条
の
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
ら
又
は
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
に
関
す
る
情
報

二
　
法
に
基
づ
く
業
務
の
実
績
に
関
す
る
情
報

４
　
法
第
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
求
人
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
た
者
又
は
当
該
情
報
に
自
ら
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
者
か
ら
、
当
該
情
報

の
提
供
の
中
止
又
は
内
容
の
訂
正
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
情
報
の
提
供
の
中
止
又
は
内

容
の
訂
正
を
す
る
こ
と
。

二
　
当
該
情
報
が
正
確
で
な
い
、
又
は
最
新
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
情
報
の
提
供

を
依
頼
し
た
者
に
そ
の
内
容
の
訂
正
の
有
無
を
確
認
し
、
又
は
当
該
情
報
の
提
供
を
中
止
す
る
こ
と
。

三
　
次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
措
置

イ
　
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
　
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置

（１）
　
求
人
者
又
は
求
職
者
に
対
し
、
定
期
的
に
求
人
又
は
求
職
者
に
関
す
る
情
報
が
最
新
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
。

（２）
　
求
人
又
は
求
職
者
に
関
す
る
情
報
の
時
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ロ
　
法
第
四
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
募
集
情
報
等
提
供
の
事
業
を
行
う
者
　
次
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
措
置

（１）
　
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
た
者
に
対
し
、
当
該
労
働
者
の
募
集
が
終
了
し
た
と

き
又
は
当
該
労
働
者
の
募
集
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
当
該
募
集
情
報
等
提

供
事
業
を
行
う
者
に
通
知
す
る
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
。

（２）
　
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
の
時
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ハ
　
法
第
四
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
募
集
情
報
等
提
供
の
事
業
を
行
う
者
　
次
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
措
置

（１）
　
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
収
集
し
、
及
び
更
新
し
、
並
び
に
当
該
収
集
及
び
更
新
の

頻
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（２）
　
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
た
時
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ニ
　
法
第
四
条
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
募
集
情
報
等
提
供
の
事
業
を
行
う
者
　
次
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
措
置

（１）
　
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
た
者
に
対
し
、
当
該
情
報
を
正
確
か
つ

最
新
の
内
容
に
保
つ
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
。

（２）
　
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
の
時
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ホ
　
法
第
四
条
第
六
項
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
募
集
情
報
等
提
供
の
事
業
を
行
う
者
　
次
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
措
置

（１）
　
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
収
集
し
、
及
び
更
新
し
、
並
び
に
当
該
収
集

及
び
更
新
の
頻
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（２）
　
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
た
時
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ヘ
　
労
働
者
供
給
事
業
者
　
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置

（１）
　
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
供
給
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
、
定
期
的
に
労
働
者
供
給
又
は

供
給
さ
れ
る
労
働
者
に
関
す
る
情
報
が
最
新
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
。

（２）
　
労
働
者
供
給
又
は
供
給
さ
れ
る
労
働
者
に
関
す
る
情
報
の
時
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
法
第
五
条
の
五
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
の
四
　
法
第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
条
の
六
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
の
五
　
公
共
職
業
安
定
所
に
対
す
る
求
人
の
申
込
み
は
、
原
則
と
し
て
、
求
人
者
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成

十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
第
七
百
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
公
共
職
業
安
定
所
）

に
お
い
て
こ
れ
を
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。
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２
　
前
項
の
公
共
職
業
安
定
所
に
申
し
込
む
こ
と
が
、
求
人
者
に
と
つ
て
不
便
で
あ
る
場
合
に
は
、
求
人
の
申
込
み

は
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
第
七
百
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
公
共
職
業
安
定
所
で
あ
つ

て
求
人
者
に
最
も
便
利
な
も
の
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
法
第
五
条
の
六
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
求
人
者
が
職
業
安
定
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
労
働
基
準
法
施
行
規
則

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
法
第
五
条
の
六
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
の
求
め
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
報
告
の
求
め
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年

以
内
に
お
い
て
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い

う
。
）
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場
へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三

条
第
一
項
（
同
法
第
二
百
十
一
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第

二
百
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
送
致
又
は
同
法
第
二
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
送
付
（
以
下
こ
の
ロ
に
お

い
て
「
送
致
等
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。

（１）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
違
反
行
為

の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
当
該
送
致
等
の
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
経
過
期
間
」
と

い
う
。
）
が
六
月
を
超
え
る
と
き
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
送
致
等

の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

（２）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
経
過
期
間
が
六

月
を
超
え
な
い
と
き
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
送
致
等
の
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
か
ら
経
過
期
間
を
減
じ
た
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

（３）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
当
該
送
致

等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い

て
、
当
該
送
致
等
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

二
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行

為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
法
第
四
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告

の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

二
の
二
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違

反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の

充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が

さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告
の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

三
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行

為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告
の
求
め
に

よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

四
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行

為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告

の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

４
　
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
が
、
法
第
五
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
と
き
は
、
求
人
者
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
法
第
五
条
の
七
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
の
六
　
公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
が
法
第
五
条
の
七
第
一
項
た
だ
し

書
の
規
定
に
よ
り
求
職
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
求
職
者
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
五
条
　
削
除

（
法
第
八
条
に
関
す
る
事
項
）

第
六
条
　
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
、
管
轄
区
域
及
び
施
設
の
規
模
は
、
主
と
し
て
次
の
基
準
に
よ
る
。

一
　
産
業
が
少
く
て
労
働
力
の
自
給
で
き
る
村
落
地
域
又
は
産
業
の
種
類
が
単
一
で
あ
り
、
若
し
く
は
工
場
、
事

業
場
が
少
い
都
市
地
域
に
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
設
置
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
。

二
　
工
場
、
事
業
場
が
多
い
産
業
都
市
地
域
に
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
設
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

三
　
公
共
職
業
安
定
所
の
設
置
及
び
管
轄
区
域
の
決
定
に
当
つ
て
は
、
前
二
号
に
よ
る
の
外
、
工
場
、
事
業
場
が

少
い
地
域
で
あ
つ
て
も
、
他
の
地
域
に
対
す
る
労
働
力
の
給
源
を
な
し
て
い
る
地
域
又
は
通
勤
範
囲
か
ら
適
当

な
労
働
者
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
場
、
事
業
場
の
あ
る
地
域
に
も
、
必
要
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
を
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設
置
す
る
等
、
国
の
労
働
力
を
最
高
度
に
活
用
す
る
た
め
に
、
地
方
的
な
必
要
の
み
で
な
く
、
他
の
地
域
又
は

国
全
体
と
の
関
連
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

四
　
公
共
職
業
安
定
所
の
業
務
の
運
営
上
必
要
な
地
域
に
は
、
出
張
所
を
設
置
す
る
こ
と
。

五
　
日
雇
労
働
者
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
常
設
又
は
臨
時
の
公
共
職
業
安
定
所
を
設
置
す
る
こ
と
。

六
　
季
節
労
働
者
の
た
め
、
そ
の
他
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
公
共
職
業
安
定
所
を
設
置
す
る
こ

と
。

七
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
雇
用
主
及
び
労
働
者
の
多
く
が
こ
れ
を
利
用
す
る
に
便
利
な
位
置
に
、
こ
れ
を
設
置

す
る
こ
と
。

八
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
こ
れ
を
利
用
す
る
求
人
者
、
求
職
者
等
に
対
し
、
十
分
な
奉
仕
を
な
す
に
足
る
数
と

施
設
を
備
え
る
こ
と
。

九
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
利
用
者
の
出
入
に
便
利
で
、
且
つ
、
そ
の
秘
密
が
保
た
れ
る
よ
う
そ
の
設
備
を
整
え

る
こ
と
。

第
七
条
　
削
除

第
八
条
　
削
除

（
法
第
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
九
条
　
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
公
共
職
業
安
定
所
は
、
職
業
安
定
局
長
に
対
し
、

そ
の
定
め
る
手
続
及
び
様
式
に
従
い
、
所
要
の
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
報
告
は
、
主
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
人
事
、
経
費
、
事
務
量
、
施
設
等
に
関
す
る
事
項

二
　
毎
月
の
求
人
、
求
職
者
及
び
就
職
者
の
数
に
関
す
る
事
項

三
　
毎
月
の
職
業
指
導
そ
の
他
特
別
の
業
務
の
取
扱
状
況
に
関
す
る
事
項

四
　
各
種
業
務
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
事
項

五
　
特
別
な
計
画
に
基
く
労
働
者
充
足
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
事
項

六
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

（
法
第
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
条
　
職
業
安
定
局
長
は
、
労
働
市
場
の
分
析
に
関
す
る
全
国
的
な
計
画
、
実
施
要
領
、
手
続
及
び
様
式
を
定

め
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
公
共
職
業
安
定
所
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
労
働
市
場
報
告
を
作
成
し
、
職
業
安
定
局
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
職
業
安
定
局
長
は
、
労
働
力
需
給
に
関
す
る
専
門
用
語
の
意
義
を
定
め
、
そ
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
一
条
　
標
準
職
業
名
、
職
業
解
説
及
び
職
業
分
類
表
は
、
職
業
安
定
局
長
が
、
雇
用
主
、
労
働
者
及
び
職
業
に

つ
き
学
識
、
経
験
あ
る
者
の
中
か
ら
意
見
を
聞
き
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
わ
た
り
、
か
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
、
特

定
地
方
公
共
団
体
及
び
各
種
施
設
並
び
に
職
業
紹
介
事
業
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
及
び
労
働
者
供
給
事
業

者
に
共
通
し
て
広
く
使
用
で
き
る
よ
う
こ
れ
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
七
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
二
条
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
求
職
者
を
、
そ
の
希
望
に
応

じ
、
通
常
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
の
求
人
者
に
紹
介
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
求
職
者
に
対
し
て
は
最
も
よ
い
就
職
の
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
そ
の
地
域
で
適
当
な
求
職
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
求
人
者
に
対
し
て
は
、
最
も
よ
い
求
職
者
を
雇
用
し

得
る
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
そ
の
通
常
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
に
お
い
て
適
当
な
労
働
者
が
得
ら
れ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
求
人
者
に
対
し
て
そ
の
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
よ
う
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
求
人
者
が
前
項
の
指
導
に
応
じ
な
い
で
、
そ
の
通
常
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域

に
お
い
て
労
働
者
を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
特
別
の
指
示
が
な
い
限
り
、
こ
れ
に
対

し
援
助
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

４
　
公
共
職
業
安
定
所
が
、
そ
の
通
常
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
か
ら
労
働
者
を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
求

人
者
を
援
助
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
求
人
者
の
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
が
法
令
に
違
反
し

な
い
こ
と
及
び
そ
の
通
常
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
内
に
お
け
る
一
般
的
水
準
よ
り
低
く
な
い
こ
と
を
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
紹
介
に
よ
り
就
職
す
る
者
に
対
し
、
就
業
に
至

る
ま
で
の
間
移
転
そ
の
他
に
関
し
必
要
な
助
言
援
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
八
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
三
条
　
公
共
職
業
安
定
所
の
行
う
求
人
又
は
求
職
の
開
拓
は
、
職
種
別
、
年
齢
別
及
び
地
域
別
の
労
働
力
需
給

等
の
状
況
に
応
じ
、
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
八
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
十
三
条
の
二
　
法
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
の
職
業
紹
介
事
業

の
業
務
に
係
る
情
報
の
提
供
は
、
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
が
、
公
共
職
業
安
定
所
に
対

し
、
求
職
者
又
は
求
人
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
る
情
報
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
十
八
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四

項
、
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
及
び
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
り
職
業
紹
介
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
及
び
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
業
務
の
運
営
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
（
当
該
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
法
第
二
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
四
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
常
時
地
方
労
働
委
員
会
と
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
関
係
公
共
職
業
安
定
所
へ
そ
の
旨
を
通
報
す
る
よ
う
、
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
同
盟
罷
業
又
は
作
業
所
閉
鎖
の
事
態
が
、
発
生
し
た
と
き
又
は
解
決
し
た
と
き
。

二
　
同
盟
罷
業
又
は
作
業
所
閉
鎖
に
至
る
虞
れ
が
多
く
、
且
つ
そ
の
事
業
所
に
求
職
者
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
正
当
な
解
決
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う
な
労
働
争
議
が
発
生
し
又
は
解
決
し
た
と
き
。

２
　
求
人
者
は
、
そ
の
事
業
所
に
お
い
て
、
労
働
争
議
が
発
生
し
た
と
き
又
は
解
決
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
関
係

公
共
職
業
安
定
所
に
届
け
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
労
働
争
議
の
行
わ
れ
て
い
る
事
業
所
に
求
職
者
を
紹
介
す
る
場
合
の
手
続
は
、
職
業
安
定
局
長
が
別
に
こ
れ
を

定
め
る
。

（
法
第
二
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
五
条
　
職
業
安
定
局
長
は
、
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
職
業
紹
介
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
及
び
様
式
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
六
条
　
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
職
業
指
導
は
、
求
職
者
に
対
し
、
職
業
知
識
の
授
与
、
職
業
の
選
択
、
就
職

の
あ
つ
旋
及
び
就
職
後
の
指
導
を
一
連
の
過
程
と
し
て
、
こ
れ
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
職
業
指
導
は
、
職
業
指
導
を
受
け
る
者
が
職
業
の
諸
条
件
及
び
就
職
の
機
会
と
照
合

し
て
、
自
己
の
素
質
及
び
能
力
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
助
言
援
助
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
身
体
又
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
者
に
つ
い
て
の
職
業
指
導
は
、
特
別
な
奉
仕
と
紹
介
技
術
と
を
も
つ
て
、
そ

の
者
が
関
心
を
有
し
、
且
つ
身
体
的
及
び
精
神
的
能
力
並
び
に
技
能
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
助
言
、
援
助
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
職
業
指
導
を
受
け
る
者
が
任
意
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
参
考
資
料
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
職
業
指
導
を
受
け
て
就
職
し
た
者
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
、
就
職
後
の
指
導
を
行
い
、

そ
の
職
業
に
対
す
る
適
応
を
容
易
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
就
職
後
の
指
導
を
行
う
に
当
り
、
労
働

条
件
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
関
係
労
働
基
準
監
督
署
に
、
適
当
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
職
業
指
導
を
受
け
た
者
が
、
適
当
な
職
業
を
選
択
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
者
の
要
求
に
応
じ
て
再
び
職
業
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4



６
　
職
業
安
定
局
長
は
、
年
少
者
に
対
し
特
別
の
職
業
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
公
共
職
業
安

定
所
を
指
定
し
、
年
少
者
に
対
す
る
特
別
の
職
業
指
導
に
関
す
る
事
項
を
専
掌
す
る
部
門
を
設
置
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

７
　
職
業
安
定
局
長
は
、
身
体
又
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
し
特
別
の
職
業
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
を
指
定
し
て
身
体
若
し
く
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
す
る
特
別
の
職
業
指
導

に
関
す
る
事
項
を
専
掌
す
る
部
門
を
設
置
し
、
又
は
身
体
若
し
く
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
す
る
特
別
の
職

業
指
導
に
関
す
る
調
査
研
究
を
、
身
体
若
し
く
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
者
の
更
生
援
護
を
目
的
と
す
る
公
益
法
人

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
年
少
者
及
び
身
体
又
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
者
の
就
職
に
つ
い
て
、
教
育
関
係
機
関
及

び
社
会
福
祉
関
係
機
関
と
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
　
職
業
安
定
局
長
は
、
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
職
業
指
導
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
及
び
様
式
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
七
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
二
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
の
長
に
そ
の
業
務
の
一
部

を
分
担
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
学
校
の
長
に
対
し
、
文
書
を
も
つ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
知
の
手
続

及
び
様
式
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
の
業
務
の
一
部
を
分
担
す
る

学
校
の
長
（
以
下
「
業
務
分
担
学
校
長
」
と
い
う
。
）
に
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
受
理
し
た
求
人
の
う
ち
、

そ
の
学
校
に
お
い
て
取
り
扱
う
の
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
業
務
分
担
学
校
長
は
、
そ
の
受
理
し
た
求
人
を
、
業
務
の
一
部
を
分
担
さ
せ
た
公
共
職
業
安
定
所
に
速
や
か
に

連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
業
務
分
担
学
校
長
は
、
あ
つ
旋
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
求
人
及
び
求
職
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
手
続

及
び
様
式
に
よ
つ
て
、
業
務
の
一
部
を
分
担
さ
せ
た
公
共
職
業
安
定
所
に
、
速
や
か
に
こ
れ
を
連
絡
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
前
項
の
求
人
又
は
求
職
の
連
絡
を
受
け
た
と
き
は
、
速
に
必
要
な
求
人
開
拓
又
は
求
職

開
拓
を
行
つ
て
、
そ
の
あ
つ
旋
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
業
務
分
担
学
校
長
は
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
求
人
又
は
求
職
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
と
き

は
、
そ
の
申
込
み
を
な
し
た
求
人
者
又
は
求
職
者
に
対
し
て
、
申
込
み
を
受
理
し
な
い
理
由
を
説
明
し
、
か
つ
、

求
人
者
に
対
し
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
人
申
込
み
を
行
う
よ
う
、
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
業
務
分
担
学
校
長
は
、
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
提
供
さ
れ
た
求
人
票
、
求
職
票
そ
の
他
法
及
び
こ
の
命
令
に
基

づ
い
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
い
作
成
さ
れ
た
必
要
な
諸
票
用
紙
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
公
共
職
業
安
定
所
長
が
、
法
第
二
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
業
務
分
担
学
校
長
に
分
担
さ
せ
た
業
務
を

停
止
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
業
務
分
担
学
校
長
に
対
し
て
行
う
違
反
事
項
の
是
正
に

関
す
る
勧
告
に
従
わ
ず
、
か
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
の
業
務
の
一
部
を
分
担
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

９
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
業
務
分
担
学
校
長
に
分
担
さ
せ
た
業
務
を
停
止
し
、
又
は
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
そ
の
業
務
分
担
学
校
長
に
対
し
、
文
書
を
も
つ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
務
分
担
学
校
長
の
要

請
に
よ
り
、
こ
れ
に
分
担
さ
せ
た
業
務
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
も
ま
た
同
様
と
す
る
。
通
知
の
手
続
及
び

様
式
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
法
第
二
十
八
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
三
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
学
生
又
は
生
徒
に
適
当
な
求
人
の
申
込
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
管
轄

区
域
内
に
あ
る
適
当
と
認
め
る
学
校
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
そ
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
学
校
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
実
施
に
つ
い
て
、
協
力

を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
新
た
に
学
校
を
卒
業
し
よ
う
と
す
る
者
の
就
職
に
関
す
る
希
望
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
を
公
共
職
業
安
定

所
に
通
報
す
る
こ
と

二
　
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
就
職
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
求
職
の
申
込
を
公
共
職
業
安
定
所
に
取

り
次
ぐ
こ
と

三
　
新
た
に
学
校
を
卒
業
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
行
つ
た
職
業
指
導
の
状
況
そ
の
他
の
学
生
又
は
生
徒
の
就

職
の
あ
つ
旋
に
必
要
な
情
報
を
公
共
職
業
安
定
所
に
提
供
す
る
こ
と

第
十
七
条
の
四
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
同
条
第
二
項
（
第
二
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
取
り
消
し
、
又
は
撤
回
す
る
旨
の
通
知
の
内
容
（
当
該
取
消
し
又
は
撤
回

の
対
象
と
な
つ
た
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
が
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
に

該
当
す
る
と
き
（
倒
産
（
雇
用
保
険
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
倒
産
を
い
う
。
）
に
よ
り
第
三

十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
新
規
学
卒
者
に
係
る
翌
年
度
の
募
集
又
は
採
用
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
確
実
な
場
合

を
除
く
。
）
は
、
学
生
生
徒
等
の
適
切
な
職
業
選
択
に
資
す
る
よ
う
学
生
生
徒
等
に
当
該
報
告
の
内
容
を
提
供
す

る
た
め
、
当
該
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
適
当
と
認

め
る
学
校
に
、
当
該
公
表
の
内
容
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
九
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
五
　
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
地
方
公
共
団
体
の
名
称

二
　
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
の
開
始
年
月
日
又
は
開
始
予
定
年
月
日

四
　
担
当
者
の
職
名
、
氏
名
及
び
電
話
番
号

五
　
法
の
施
行
地
外
の
地
域
に
お
け
る
求
人
又
は
求
職
の
申
込
み
に
つ
い
て
取
次
ぎ
を
行
う
機
関
（
以
下
「
取
次

機
関
」
と
い
う
。
）
を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
取
次
機
関
の
名
称
、
住
所
及
び
事
業
内
容

六
　
地
方
公
務
員
法
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第

五
十
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
退
職
管
理
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
措
置
と
し
て
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
旨

七
　
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
取
扱
職
種
の
範
囲
等
を
定
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
取
扱
職
種
の
範

囲
等

２
　
特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
特
定
地
方
公
共
団
体
が
取
次
機
関
を
利
用
し
な
く
な
つ

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の

旨
及
び
変
更
し
た
年
月
日
を
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
九
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
六
　
法
第
二
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
廃
止
し
た
年
月
日

二
　
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
廃
止
し
た
理
由

（
法
第
二
十
九
条
の
四
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
七
　
法
第
二
十
九
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
求
人
者
の
情
報
（
職
業
紹
介
に
係
る

も
の
に
限
る
。
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関

す
る
事
項
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
明
示
は
、
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
を
受
理
し
た
後
、
速
や
か

に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
職
業
紹
介
の
実
施
に
つ
い
て
緊
急
の

必
要
が
あ
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
明
示
す
べ
き
事

項
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
五
に
お
い
て
「
明
示
事
項
」
と
い
う
。
）
を
あ
ら
か
じ
め
こ

れ
ら
の
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
書
面
の
交
付
の
方
法

5



二
　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
書
面
被
交
付
者
（
明
示
事
項
を
前
号
の
方
法
に
よ
り
明
示
す
る
場
合

に
お
い
て
、
書
面
の
交
付
を
受
け
る
べ
き
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
五
第
三

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
希
望
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
方
法

イ
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
す
る
送
信
の
方
法

ロ
　
電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
の
方
法
（
当
該
書
面
被
交
付
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と

に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）

３
　
前
項
第
二
号
イ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
装
置
に
よ
り
受
信
し
た
時
に
、
同
号
ロ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交

付
者
の
使
用
に
係
る
通
信
端
末
機
器
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
書
面
被
交

付
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
法
第
二
十
九
条
の
五
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
の
八
　
法
第
二
十
九
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
求
人
又
は
求
職
に
関
す
る
情
報
の
う

ち
、
求
人
者
又
は
求
職
者
が
自
ら
の
情
報
に
つ
い
て
特
定
地
方
公
共
団
体
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の

（
当
該
求
職
者
の
法
第
四
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
そ
の
他
求
職
者
の
家
族
の
状
況
等
法
第
二
十
九
条

の
五
の
規
定
に
基
づ
き
提
供
す
る
情
報
と
し
て
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
九
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
書
面
の
提
出
に
よ
る
提
供
と
す
る
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
は
、
特
定
地
方
公
共
団
体
が
求
人
又
は
求
職
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
法
第
二
十
九
条
の
五
の
規
定
に

よ
る
情
報
の
提
供
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
三
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
八
条
　
法
第
三
十
条
第
二
項
の
申
請
書
は
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
の
と
お
り
と

す
る
。

２
　
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
他
に
事
業
を
行
つ
て
い
る
場
合
に
お
け
る

当
該
事
業
の
種
類
及
び
内
容
並
び
に
取
次
機
関
を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
取
次
機
関
の
名
称
、
住
所
及
び

事
業
内
容
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
定
款
又
は
寄
附
行
為

ロ
　
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

ハ
　
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十

九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
（
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和

四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
及
び
在
留
資
格
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
在
留
資
格
を

い
う
。
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
と
し
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た

者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て

は
住
民
票
の
写
し
（
国
籍
等
及
び
同
法
に
定
め
る
特
別
永
住
者
で
あ
る
旨
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
と

し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分

を
証
す
る
書
類
の
写
し
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
履
歴
書

ニ
　
役
員
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
役
員
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認

知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

ホ
　
役
員
が
未
成
年
者
で
職
業
紹
介
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

（１）
　
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
が
個
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書
並

び
に
当
該
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
法
定
代
理
人
が
精
神
の

機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で

あ
る
場
合
に
限
る
。
）

（２）
　
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
に
係
る
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る

書
類
（
法
定
代
理
人
の
役
員
が
未
成
年
者
で
職
業
紹
介
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
法
人
に
限
る
。
）
に
係
る
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
又

は
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
個
人
に
限
る
。
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
住
民
票
の
写
し

及
び
履
歴
書
並
び
に
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該

役
員
の
法
定
代
理
人
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

ヘ
　
最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

ト
　
職
業
紹
介
事
業
に
関
す
る
資
産
の
内
容
及
び
そ
の
権
利
関
係
を
証
す
る
書
類

チ
　
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
事
業
所
ご
と
」
と
い
う
。
）

の
個
人
情
報
の
適
正
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
規
程

リ
　
事
業
所
ご
と
の
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程

ヌ
　
事
業
所
ご
と
に
選
任
す
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
住
民
票
の
写
し
、
履
歴
書
及
び
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下
「
受
講
証
明
書
」
と
い
う
。
）
並
び
に

当
該
職
業
紹
介
責
任
者
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
職
業
紹
介
責
任
者
が
精
神

の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で

あ
る
場
合
に
限
る
。
）

ル
　
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
事
業
所
ご
と
の
施
設
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面

ヲ
　
国
外
に
わ
た
る
職
業
紹
介
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
国
外
に
わ
た
る
職
業
紹
介
の
相
手
先
国
に
関

す
る
書
類

ワ
　
国
外
に
わ
た
る
職
業
紹
介
を
行
お
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
取
次
機
関
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
当
該
取
次
機
関
に
関
す
る
書
類

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ
　
申
請
者
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
申
請
者
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り

認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

ハ
　
申
請
者
が
未
成
年
者
で
職
業
紹
介
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

（１）
　
当
該
申
請
者
の
法
定
代
理
人
が
個
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

並
び
に
当
該
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
法
定
代
理
人
が
精
神

の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者

で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

（２）
　
当
該
申
請
者
の
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
に
係
る
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

掲
げ
る
書
類
（
法
定
代
理
人
の
役
員
が
未
成
年
者
で
職
業
紹
介
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
法
人
に
限
る
。
）
に
係
る
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲

げ
る
書
類
又
は
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
個
人
に
限
る
。
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
住

民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書
並
び
に
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診

断
書
（
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

ニ
　
前
号
ト
か
ら
ワ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

４
　
法
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
べ
き
事
業
計
画
書
は
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二

号
）
の
と
お
り
と
す
る
。

５
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
が
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
申
請

す
る
と
き
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
（
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
イ
及
び
ハ
（
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

6



６
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
が
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
申
請

す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
つ
て
い
る
事
業
所
の
職
業
紹
介
責
任
者
を
当
該
申
請
に
係
る

事
業
所
の
職
業
紹
介
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
す
る
と
き
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
第
三
項
第
一
号
ヌ
に
掲
げ

る
書
類
の
う
ち
履
歴
書
（
選
任
す
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
住
所
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
履

歴
書
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
ニ
の
書
類
の
う
ち
履
歴
書
を
添
付

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

７
　
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
法
人
が
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

申
請
す
る
と
き
は
、
第
三
項
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
チ
か
ら
ワ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
当
該
法
人
に
係
る
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
又
は
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
際

に
添
付
し
た
書
類
に
よ
り
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

８
　
労
働
者
派
遣
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
派
遣
元
事
業
主
若
し
く
は
労
働
者
派
遣
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
許
可
（
以
下
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
」
と
い
う
。
）
の
申
請
を
現
に
し
て
い
る
者
（
以
下
「
派
遣
元

事
業
主
等
」
と
い
う
。
）
が
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
す
る
と
き
又
は
労
働
者
派
遣
事

業
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
当
該
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
の
申
請
、
労
働
者
派
遣
法

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
又
は
労
働
者
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
際
に
添
付
し
た
書
類
に
よ
り
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
書
類
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
　
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
　
第
三
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ニ
（
同
項
第
一
号
ト
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
に
掲
げ
る
書
類

９
　
法
第
三
十
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
五
万
円
（
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
の

数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
八
千
円
に
当
該
事
業
所
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
五

万
円
を
加
え
た
額
）
と
す
る
。

10
　
前
項
の
手
数
料
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
当
該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
は
つ
て
、
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

11
　
前
項
の
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
後
に
お
い
て
は
、
返
還
し
な
い
。

（
法
第
三
十
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
九
条
　
法
第
三
十
二
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
有
料
の
職
業

紹
介
事
業
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

と
す
る
。

（
法
第
三
十
二
条
の
三
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
条
　
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
及
び
額
並
び
に
手
数
料
の
徴
収

手
続
は
、
別
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
芸
能
家
（
放
送
番
組
（
広
告
放
送
を
含

む
。
）
、
映
画
、
寄
席
、
劇
場
等
に
お
い
て
音
楽
、
演
芸
そ
の
他
の
芸
能
の
提
供
を
行
う
者
）
若
し
く
は
モ
デ
ル

（
商
品
展
示
等
の
た
め
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
そ
の
他
の
催
事
に
出
席
し
、
若
し
く
は
新
聞
、
雑
誌
等
に
用
い

ら
れ
る
写
真
等
の
制
作
の
題
材
と
な
る
者
又
は
絵
画
、
彫
刻
そ
の
他
の
美
術
品
の
創
作
の
題
材
と
な
る
者
）
の
職

業
に
紹
介
し
た
求
職
者
又
は
科
学
技
術
者
（
高
度
の
科
学
的
、
専
門
的
な
知
識
及
び
手
段
を
応
用
し
、
研
究
を
行

い
、
又
は
生
産
そ
の
他
の
事
業
活
動
に
関
す
る
技
術
的
事
項
の
企
画
、
管
理
、
指
導
等
を
行
う
者
）
、
経
営
管
理

者
（
会
社
そ
の
他
の
団
体
の
経
営
に
関
す
る
高
度
の
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
し
、
会
社
そ
の
他
の
団
体
の
経

営
の
た
め
の
管
理
的
職
務
を
行
う
者
）
若
し
く
は
熟
練
技
能
者
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律

第
六
十
四
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
検
定
の
う
ち
特
級
若
し
く
は
一
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し

た
者
が
有
す
る
技
能
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
を
有
し
、
生
産
そ
の
他
の
事
業
活
動
に
お
い
て
当
該
技
能
を
活

用
し
た
業
務
を
行
う
者
）
の
職
業
に
紹
介
し
た
求
職
者
（
当
該
紹
介
に
よ
り
就
い
た
職
業
の
賃
金
の
額
が
厚
生
労

働
大
臣
の
定
め
る
額
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）
か
ら
、
就
職
後
六
箇
月
以
内
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
百
分
の
十
一

（
免
税
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
十
・
三
）
に
相
当
す
る
額
以
下
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
と
き
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
二
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
職
業
紹
介
に
関
す
る
役
務
の
種
類
ご
と

に
、
当
該
役
務
に
対
す
る
手
数
料
の
額
及
び
当
該
手
数
料
を
負
担
す
べ
き
者
が
明
ら
か
と
な
る
方
法
と
す
る
。

４
　
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
手
数
料
表
に
基
づ
き
手
数
料
を

徴
収
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
者
の
う
ち
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和

三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
第
四
十
六
条
の
十
八
第
五
号
の
作
業
に
従
事
す
る
者
に
係
る
労
働
保
険
の
保
険

料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
条
第
二
項
第
三
号
の
第
二
種
特
別
加
入

保
険
料
（
以
下
こ
の
項
及
び
別
表
に
お
い
て
「
第
二
種
特
別
加
入
保
険
料
」
と
い
う
。
）
に
充
て
る
べ
き
も
の
を

徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
手
数
料
表
に
お
い
て
、
第
二
種
特
別
加
入
保
険
料
に
充
て
る
べ
き
手
数
料
を

徴
収
す
る
旨
及
び
当
該
手
数
料
の
額
を
定
め
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
手
数
料
の
額
は
、
当
該

従
事
す
る
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の
千
分
の
五
・
五
に
相
当
す
る
額
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
手
数
料
表
を
届
け
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
届
出
制
手
数
料
届
出
書
（
様

式
第
三
号
）
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
手
数
料
表
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
届
出
制
手
数
料
変
更
届
出
書
（
様
式

第
三
号
）
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
三
十
二
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
な
ろ
う
と
す
る

者
又
は
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
対
し
手
数
料
表
の
変
更
を
命
令
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
届
出
制
手
数
料
変
更

命
令
通
知
書
（
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

８
　
第
四
項
及
び
別
表
に
規
定
す
る
第
二
種
特
別
加
入
保
険
料
に
充
て
る
べ
き
手
数
料
の
管
理
の
方
法
そ
の
他
当
該

手
数
料
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
法
第
三
十
二
条
の
四
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
一
条
　
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
許
可
証
は
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第
五
号
。
以
下

「
有
料
許
可
証
」
と
い
う
。
）
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
有
料
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
有
料
職
業
紹

介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
を
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
有
料
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
事

実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
第
一
号
又
は
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
有
料
の
職
業
紹

介
事
業
を
行
う
す
べ
て
の
事
業
所
に
係
る
有
料
許
可
証
、
第
三
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
発
見
し
又
は
回
復
し
た
有

料
許
可
証
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

二
　
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。

三
　
有
料
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
し
た
有
料
許
可
証
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と

き
。

４
　
有
料
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
有
料
の
職
業
紹

介
事
業
を
行
う
す
べ
て
の
事
業
所
に
係
る
有
料
許
可
証
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
死
亡
し
た
場
合
　
同
居
の
親
族
又
は
法
定
代
理
人

二
　
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合
　
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
代
表
者

（
法
第
三
十
二
条
の
六
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
二
条
　
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
三
月
前
ま
で
に
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書

（
様
式
第
一
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
二
条
の
六
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
八
千
円
に
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行

う
事
業
所
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

7



３
　
法
第
三
十
二
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
第
十
八
条
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

４
　
法
第
三
十
二
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
イ
、
ロ
、
ニ
か
ら
ト
ま
で
及
び
ヌ

（
受
講
証
明
書
及
び
医
師
の
診
断
書
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
書
類
（
同
号

イ
、
ロ
及
び
ホ
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
類
の
内
容
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
限
る
。
）

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
ト
及
び
ヌ
並
び
に
同
項
第
二
号
ロ
及

び
ハ
に
掲
げ
る
書
類
（
同
号
ハ
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
類
の
内
容
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
限

る
。
）

５
　
派
遣
元
事
業
主
等
が
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
を
申
請
す
る
と
き

又
は
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新

の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添

付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
当
該
者
に
係
る
労
働
者
派

遣
事
業
の
許
可
の
申
請
、
労
働
者
派
遣
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
又
は

労
働
者
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
際
に
添
付
し
た
書
類
に
よ
り
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
お
け
る
当
該
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
　
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ニ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
　
第
十
八
条
第
三
項
第
二
号
ロ
、
ハ
及
び
ニ
（
同
項
第
一
号
ト
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類

６
　
法
第
三
十
二
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
べ
き
事
業
計
画

書
は
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。

７
　
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
は
、
当
該
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

が
現
に
有
す
る
有
料
許
可
証
と
引
き
換
え
に
新
た
な
有
料
許
可
証
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
二
条
の
七
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
三
条
　
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
取
次

機
関
を
利
用
し
な
く
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
取
次
機
関
の
名
称
、
住
所
及
び
事
業
内
容
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
に
掲

げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
に
あ
つ
て
は
当
該
変
更
に
係
る
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以

内
、
同
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
の
変
更
の
届
出
に
あ
つ
て
は
当
該
変
更
に
係
る
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
十
日
（
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
べ
き
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
日
）

以
内
に
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
有
料
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
有
料
職
業
紹
介

事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
を
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
有
料
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該
当
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）

を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
う
ち
、
事
業
所
の
新
設
に
係
る
変
更
の
届
出
に
あ
つ
て

は
、
第
二
項
の
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
に
は
、
当
該
新
設
す
る
事
業
所
に
係
る
第
十
八
条
第
三
項
第
一

号
チ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
有

料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事
業
所
の
職
業
紹
介
責
任
者
を
当
該
新
設

す
る
事
業
所
の
職
業
紹
介
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し
た
と
き
は
、
同
号
ヌ
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
履
歴
書

及
び
受
講
証
明
書
（
選
任
し
た
職
業
紹
介
責
任
者
の
住
所
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
住
民
票
の
写
し
、
履
歴
書
及

び
受
講
証
明
書
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４
　
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
う
ち
、
事
業
所
の
新
設
に
係
る
変
更
の
届
出
以
外
の
届
出

に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
の
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
又
は
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職

業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
に
は
、
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書

類
（
事
業
所
の
廃
止
に
係
る
変
更
の
届
出
に
あ
つ
て
は
、
当
該
廃
止
し
た
事
業
所
に
係
る
有
料
許
可
証
）
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
職
業
紹
介
責
任
者
の
氏
名
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事

業
所
の
職
業
紹
介
責
任
者
を
当
該
変
更
に
係
る
事
業
所
の
変
更
後
の
職
業
紹
介
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し

た
と
き
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
ヌ
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
履
歴
書
及
び
受
講
証
明
書

を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
ニ
の
書
類
の
う
ち
履
歴
書
及
び
受
講
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。

６
　
派
遣
元
事
業
主
等
が
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
又
は
労
働
者
派
遣
事
業
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
も
の
を
添
付
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
当
該
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
の

申
請
、
労
働
者
派
遣
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
又
は
労
働
者
派
遣
法
第

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
際
に
添
付
し
た
書
類
に
よ
り
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
当

該
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
　
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
　
第
十
八
条
第
三
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ニ
（
同
項
第
一
号
ト
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
書
類

７
　
法
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
交
付
は
、
当
該
新
設
に
係
る
事
業
所
ご
と
に
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
二
条
の
八
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
　
法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
有
料
の
職
業
紹
介

事
業
を
廃
止
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
全
て
の
事
業
所
に
係
る
有
料
許
可
証
を

添
え
て
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
四
条
の
二
　
削
除

（
法
第
三
十
二
条
の
十
一
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
三
　
法
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
の
港
湾
労
働
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第

一
号
に
規
定
す
る
港
湾
以
外
の
港
湾
に
お
い
て
行
わ
れ
る
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
港
湾
運
送
業
務
に
相
当
す
る

業
務
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
港
湾
労
働
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
港
湾
以
外
の
港
湾
で

港
湾
運
送
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
（
第
三
号
に
お
い

て
「
特
定
港
湾
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
他
人
の
需
要
に
応
じ
て
行
う
次
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
業
務
と
す
る
。

一
　
港
湾
運
送
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為

二
　
港
湾
労
働
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
第
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

行
為

三
　
船
舶
若
し
く
は
は
し
け
に
よ
り
若
し
く
は
い
か
だ
に
組
ん
で
運
送
さ
れ
た
貨
物
の
特
定
港
湾
の
水
域
の
沿
岸

か
ら
お
お
む
ね
五
百
メ
ー
ト
ル
（
水
島
港
に
あ
つ
て
は
千
メ
ー
ト
ル
、
鹿
児
島
港
に
あ
つ
て
は
千
五
百
メ
ー
ト

ル
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
区
域
内
に
あ
る
倉
庫
（
船
舶
若
し
く
は
は
し
け
に
よ
り

又
は
い
か
だ
に
組
ん
で
す
る
運
送
に
係
る
貨
物
以
外
の
貨
物
の
み
を
通
常
取
り
扱
う
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
特
定
港
湾
倉
庫
」
と
い
う
。
）
へ
の
搬
入
（
上
屋
そ
の
他
の
荷
さ
ば
き
場
か
ら
搬
出
さ
れ
た
貨

物
の
搬
入
で
あ
つ
て
、
港
湾
運
送
事
業
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
運
送
関
連
事
業
の
う
ち
同
項
第
一

号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
も
の
若
し
く
は
同
法
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
又
は
倉
庫
業

法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
倉
庫
業
の
う
ち
特
定
港
湾
倉
庫
に
係

る
も
の
を
営
む
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
港
湾
運
送
関
係
事
業
者
」
と
い
う
。
）
以
外
の
者
が
行
う

も
の
を
除
く
。
）
、
船
舶
若
し
く
は
は
し
け
に
よ
り
若
し
く
は
い
か
だ
に
組
ん
で
運
送
さ
れ
る
べ
き
貨
物
の
特
定

港
湾
倉
庫
か
ら
の
搬
出
（
上
屋
そ
の
他
の
荷
さ
ば
き
場
に
搬
入
す
べ
き
貨
物
の
搬
出
で
あ
つ
て
、
特
定
港
湾
運

送
関
係
事
業
者
以
外
の
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。
）
又
は
貨
物
の
特
定
港
湾
倉
庫
に
お
け
る
荷
さ
ば
き
。
た
だ

し
、
冷
蔵
倉
庫
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
貨
物
の
当
該
倉
庫
に
附
属
す
る
荷
さ
ば
き
場
か
ら
冷
蔵
室
へ
の
搬
入
、

冷
蔵
室
か
ら
当
該
倉
庫
に
附
属
す
る
荷
さ
ば
き
場
へ
の
搬
出
及
び
冷
蔵
室
に
お
け
る
荷
さ
ば
き
を
除
く
。
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四
　
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
運
送
車
両
若

し
く
は
鉄
道
（
軌
道
を
含
む
。
）
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
車
両
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
運
送
さ
れ
た
貨
物

の
特
定
港
湾
倉
庫
若
し
く
は
上
屋
そ
の
他
の
荷
さ
ば
き
場
へ
の
搬
入
（
特
定
港
湾
運
送
関
係
事
業
者
以
外
の
者

が
行
う
当
該
貨
物
の
搬
入
を
除
く
。
）
又
は
車
両
等
に
よ
り
運
送
さ
れ
る
べ
き
貨
物
の
特
定
港
湾
倉
庫
若
し
く

は
上
屋
そ
の
他
の
荷
さ
ば
き
場
か
ら
の
搬
出
（
特
定
港
湾
運
送
関
係
事
業
者
以
外
の
者
が
行
う
当
該
貨
物
の
搬

出
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
冷
蔵
倉
庫
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
貨
物
の
当
該
倉
庫
に
附
属
す
る
荷
さ
ば
き
場
か
ら

冷
蔵
室
へ
の
搬
入
及
び
冷
蔵
室
か
ら
当
該
倉
庫
に
附
属
す
る
荷
さ
ば
き
場
へ
の
搬
出
を
除
く
。

（
法
第
三
十
二
条
の
十
二
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
四
　
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
有
料
職
業
紹
介

事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
書
の
内
容
に
基
づ
き
、
有
料
許
可
証
を
書
き
換
え
る
も
の
と
し
、
当
該
届
出

を
し
た
者
が
現
に
有
す
る
取
扱
職
種
の
範
囲
等
を
定
め
又
は
変
更
し
た
事
業
所
に
係
る
有
料
許
可
証
と
引
換
え
に

当
該
書
換
え
後
の
有
料
許
可
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
お
う
と
す

る
者
又
は
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
対
し
、
取
扱
職
種
の
範
囲
等
の
変
更
を
命
令
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取
扱

職
種
範
囲
等
変
更
命
令
通
知
書
（
様
式
第
六
号
の
二
）
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
二
条
の
十
三
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
五
　
法
第
三
十
二
条
の
十
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
求
人
者
の
情
報
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

二
　
返
戻
金
制
度
（
そ
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
者
が
早
期
に
離
職
し
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
由
が
あ

つ
た
場
合
に
、
当
該
者
を
紹
介
し
た
雇
用
主
か
ら
徴
収
す
べ
き
手
数
料
の
全
部
又
は
一
部
を
返
戻
す
る
制
度
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項

２
　
法
第
三
十
二
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
明
示
は
、
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
を
受
理
し
た
後
、
速
や

か
に
、
第
十
七
条
の
七
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

職
業
紹
介
の
実
施
に
つ
い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
、
当
該
明
示
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３
　
第
十
七
条
の
七
第
二
項
第
二
号
イ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交
付
者
の
使

用
に
係
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
り
受
信
し
た
時
に
、
同
号
ロ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示

は
、
当
該
書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
通
信
端
末
機
器
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
時
に
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
書
面
被
交
付
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
手
数
料
表
、
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
の
運
営
に

関
す
る
規
程
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
所
内
の
一
般
の
閲
覧
に
便
利
な
場
所
へ
の
掲
示
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
情
報
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
三
十
二
条
の
十
四
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
六
　
法
第
三
十
二
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
選
任
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
の
事
業
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
当
該
事

業
所
に
専
属
の
職
業
紹
介
責
任
者
と
し
て
自
己
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
有

料
職
業
紹
介
事
業
者
（
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
）
を
職
業
紹
介
責
任
者
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

二
　
当
該
事
業
所
に
お
い
て
職
業
紹
介
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
数
が
五
十
人
以
下
の
と
き
は
一
人
以
上
の

者
を
、
五
十
人
を
超
え
百
人
以
下
の
と
き
は
二
人
以
上
の
者
を
、
百
人
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
職
業
紹
介
に

係
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
数
が
五
十
人
を
超
え
る
五
十
人
ご
と
に
一
人
を
二
人
に
加
え
た
数
以
上
の
者
を
選

任
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
三
十
二
条
の
十
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す

る
。

一
　
過
去
五
年
以
内
に
、
職
業
紹
介
事
業
の
業
務
の
適
正
な
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の

講
習
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
職
業
紹
介
責
任
者
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及

び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

（
法
第
三
十
二
条
の
十
五
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
七
　
法
第
三
十
二
条
の
十
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
帳
簿
書
類
は
、
求
人
求
職
管
理
簿
及
び
手

数
料
管
理
簿
と
す
る
。

２
　
前
項
の
帳
簿
書
類
の
記
載
及
び
備
付
け
に
つ
い
て
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
法
第
三
十
二
条
の
十
六
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
の
八
　
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
当
該
事
業
に
係
る
事
業
報
告
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
事
業
報
告
書
は
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書

（
様
式
第
八
号
）
の
と
お
り
と
す
る
。

３
　
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
を
利
用
し
て
、
第
一

号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
前
年
度
（
年
度
は
、
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
総
数
及
び
当
該
年
度
前
四
年
度
内
の
各
年
度
の
総
数
（
四
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
は
前
年
度
の
総
数
及
び
当
該
年
度
前
五
年
度
内
の
各
年
度
の
総
数
）
に
関
す
る
情
報
を
、
第

二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
前
年
度
の
総
数
及
び
当
該
年
度
前
四
年
度
内
の
各
年
度
の
総
数

（
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
前
年
度
前
五
年
度
内
の
各
年
度
の
総
数
）
に
関
す
る
情
報
を
、
第
四

号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
当
該
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
就
職
者
」
と
い
う
。
）

の
数
及
び
就
職
者
の
う
ち
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
無
期
雇

用
就
職
者
」
と
い
う
。
）
の
数

二
　
無
期
雇
用
就
職
者
の
う
ち
、
離
職
し
た
者
（
解
雇
に
よ
り
離
職
し
た
者
及
び
就
職
し
た
日
か
ら
六
月
経
過
後

に
離
職
し
た
者
を
除
く
。
）
の
数

三
　
無
期
雇
用
就
職
者
の
う
ち
、
前
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
者
の
数

四
　
手
数
料
に
関
す
る
事
項

五
　
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報

の
う
ち
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
前

年
度
前
五
年
度
内
の
各
年
度
の
総
数
に
関
す
る
情
報
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
は
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
前
年
度
前
五
年
度
内
の
各
年
度
の
総
数
に
関
す
る

情
報
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
行
う
に
当
た
り
、

無
期
雇
用
就
職
者
が
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
当
該
無
期
雇
用

就
職
者
に
係
る
雇
用
主
に
対
し
、
必
要
な
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
、
返
戻
金
制
度
を
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
無

期
雇
用
就
職
者
の
う
ち
返
戻
金
制
度
に
基
づ
き
手
数
料
を
免
除
す
る
事
由
に
該
当
し
た
も
の
の
数
を
集
計
す
る
方

法
に
よ
り
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
数
を
集
計
す
る
場
合
は
、
前
項
の
調
査
は
、
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
法
第
三
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条
　
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
七

項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
四
条
の
四
か
ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
（
第
二
十
四
条
の
五
第

一
項
第
二
号
並
び
に
前
条
第
三
項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
六
項
の
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
法
第
三

十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
あ
る
の

は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
、
第
十
八
条
第
二
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
五

9



号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
と
、
第
十
八
条
第

三
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」

と
、
第
十
八
条
第
四
項
中
「
第
三
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
条
第
三
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
計

画
書
（
様
式
第
二
号
）
」
と
、
第
十
八
条
第
五
項
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
」

と
、
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
十
八
条
第
六
項
中
「
第
三
十
三
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
、
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」

と
、
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
十
八
条
第
七
項
及
び
第
八
項

中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
三
十
二
条
第
三
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
三
号
」
と
、
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」

と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可

証
（
様
式
第
五
号
。
以
下
「
有
料
許
可
証
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
（
様
式
第

五
号
。
以
下
「
無
料
許
可
証
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る

の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無

料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
有
料

許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可

有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様

式
第
一
号
）
」
と
、
第
二
十
二
条
第
七
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る

の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹

介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可

証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料
職
業
紹
介
事
業

許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ

る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と

あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
第
三
十
二
条

の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介

事
業
変
更
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出

書
及
び
有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
無
料

職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
三
条

第
五
項
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条

第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
の
職
業
紹

介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
」
と
、
第
二
十
三
条
第
六
項
中
「
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
第
七
項
中
「
第
三

十
二
条
の
七
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
七
第
三
項
」

と
、
第
二
十
四
条
中
「
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
」
と
、
「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
廃

止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）
」
と
、
第
二
十

四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
あ

る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）
」
と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
中

「
有
料
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
許
可
証
」
と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
」
と
、
第
二
十
四

条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
第
二
十
四
条
の
五
第
四
項
中
「
手
数
料
表
、
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項
を
記

載
し
た
書
面
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
二
十
四

条
の
六
中
「
第
三
十
二
条
の
十
四
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の

十
四
」
と
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
、
「
求
人
求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る
の
は
「
求
人
求

職
管
理
簿
」
と
、
第
二
十
四
条
の
八
第
二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
六
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
一
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八

号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
」
と
、
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
中
「
第
四

号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ

れ
」
と
、
第
二
十
四
条
の
八
第
五
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
二
項

第
五
号
」
と
、
第
二
十
二
条
第
四
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」
と
、
第
二
十
二
条
第
五
項
中

「
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
六
第

二
項
」
と
、
第
二
十
二
条
第
六
項
中
「
第
三
十
二
条
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
」
と
、
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画

書
（
様
式
第
二
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
法
第
三
十
三
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条
の
二
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
学
校
（
大
学
に
限
る
。
）
の
長
が
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
大
学
に
附
属
す

る
病
院
に
お
い
て
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研

修
を
受
け
て
い
る
者
及
び
修
了
し
た
者

二
　
学
校
又
は
専
修
学
校
の
長
が
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
学
校
又
は
専
修
学
校

に
お
い
て
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行
う
職

業
訓
練
と
み
な
さ
れ
る
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
及
び
修
了
し
た
者

２
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
お
う
と
す
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
施

設
の
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
施
設
の
長
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
（
以
下

「
人
材
開
発
統
括
官
」
と
い
う
。
）
の
定
め
る
手
続
及
び
様
式
に
従
い
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
前
項
の
届
出
に
当
つ
て
は
、
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
定
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
当
該
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
文
書
に
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
施
設
の
長
は
、
人
材
開
発
統
括
官

の
定
め
る
手
続
及
び
様
式
に
従
い
、
事
業
報
告
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
同
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を
除
く
。
）
、
第
二
十
四
条
の
七
及

び
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
（
第
四
号
及
び
第
五
号
の
規
定
を
除
く
。
）
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
三
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十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
の
施
設
の
長
が
行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
条
の
職
業
紹

介
事
業
を
行
う
施
設
の
長
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
十

二
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
、
同

項
第
一
号
中
「
求
人
者
の
情
報
及
び
求
職
者
の
個
人
情
報
」
と
あ
る
の
は
「
求
職
者
の
個
人
情
報
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条

の
十
三
」
と
、
「
書
面
の
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
の
交
付
等
」
と
、
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十

二
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
五
」
と
、
「
求

人
求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿
」
と
あ
る
の
は
「
求
人
求
職
管
理
簿
」
と
、
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
中

「
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
人
材
開
発
統
括
官

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
、
「
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
情
報

を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
提
供
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
、
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条

第
四
項
中
「
提
供
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三

十
二
条
の
十
六
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
十
六

第
三
項
」
と
、
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
の
三
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条
の
三
　
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
法
人
で
あ
つ

て
、
そ
の
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
の
数
が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
数
以
上
の
も
の
と
す
る
。

一
　
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
農
業
協
同
組
合

二
　
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
漁
業
協
同
組

合
又
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合

三
　
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
事
業
協
同

組
合
又
は
中
小
企
業
団
体
中
央
会

四
　
商
工
会
議
所
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
商
工
会
議
所

五
　
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
商
工
組
合

六
　
商
工
会
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
商
工
会

七
　
森
林
組
合
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
森
林
組
合

八
　
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

２
　
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
二
十
四

条
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
四
条
の
五
か
ら
第
二
十
四
条
の
八
ま
で
（
第
二
十
四

条
の
五
第
一
項
第
二
号
並
び
に
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
六
項
の
規
定
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
届
出
を
し
て
行
う
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
及
び
同
項
の
届
出
を
し
た

法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

第
一
項

法
第
三
十
条
第
二
項
の
申
請
書

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
条
第
二
項
の
届
出
書

　

有
料
職
業
紹
介
事
業
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一

号
）

特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
届
出
書
（
様
式
第
一

号
の
二
）

第
十
八
条

第
二
項

法
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
条
第
二
項
第
五
号

　

他
に
事
業
を
行
つ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該

事
業
の
種
類
及
び
内
容

求
人
者
と
な
る
当
該
法
人
の
直
接
若
し
く
は
間
接
の
構

成
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
構
成
員
」
と
い
う
。
）

又
は
求
職
者
と
な
る
当
該
法
人
の
構
成
員
若
し
く
は
構

成
員
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
の
数
及
び
範
囲

第
十
八
条

第
四
項

法
第
三
十
条
第
三
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
条
第
三
項

　

有
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）
特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二

号
）

第
十
九
条

法
第
三
十
二
条
第
三
号

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
第
三
号

有
料
の
職
業
紹
介
事
業

無
料
の
職
業
紹
介
事
業

第
二
十
三

条
第
一
項

法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項

第
二
十
三

条
第
二
項

法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項

　

法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
条
第
二
項
第
四
号

　

当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
有
料
許
可
証
の
記
載

事
項
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
有
料
職

業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
六
号
）

を
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
有
料
許
可
証
の

記
載
事
項
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
有
料

職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料
職
業
紹

介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）

特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式

第
六
号
）

第
二
十
三

条
第
三
項

法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項

　

第
二
項
の
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書

第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十

三
条
第
二
項
の
特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更

届
出
書

　

第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
チ
か
ら
ル
ま
で

第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

　

有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介

事
業

無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業

　

同
号
ヌ

同
項
第
四
号

第
二
十
三

条
第
四
項

法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項

　

第
二
項
の
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
又

は
有
料
職
業
紹
介
事
業
変
更
届
出
書
及
び
有
料

職
業
紹
介
事
業
許
可
証
書
換
申
請
書

第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十

三
条
第
二
項
の
特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
変
更

届
出
書

　

第
十
八
条
第
三
項

第
二
十
五
条
の
三
第
三
項

　

書
類
（
事
業
所
の
廃
止
に
係
る
変
更
の
届
出
に

あ
つ
て
は
、
当
該
廃
止
し
た
事
業
所
に
係
る
有

料
許
可
証
）

書
類

第
二
十
三

条
第
五
項

法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
条
第
二
項
第
四
号

　

有
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
無
料
の
職
業
紹
介

事
業

無
料
の
職
業
紹
介
事
業
又
は
有
料
の
職
業
紹
介
事
業

　

法
人
に
あ
つ
て
は
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
ヌ

に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
履
歴
書
及
び
受
講
証
明

書
を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
ニ
の
書

類
の
う
ち
履
歴
書
及
び
受
講
証
明
書

第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う

ち
履
歴
書
及
び
受
講
証
明
書
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第
二
十
三

条
第
六
項

法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
七
第
一
項

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類

第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類

第
二
十
四

条

法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
八
第
一
項

　

有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
全
て
の
事
業
所

に
係
る
有
料
許
可
証
を
添
え
て
、
有
料
職
業
紹

介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
七
号
）

特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式

第
七
号
）

第
二
十
四

条
の
四
第

一
項

法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
十
二
第
一
項

　

有
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届
出
書

（
様
式
第
六
号
）

特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
取
扱
職
種
範
囲
等
届

出
書
（
様
式
第
六
号
）

第
二
十
四

条
の
四
第

三
項

法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
十
二
第
三
項

第
二
十
四

条
の
五
第

一
項
及
び

第
二
項

法
第
三
十
二
条
の
十
三

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
十
三

第
二
十
四

条
の
五
第

四
項

手
数
料
表
、
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項
を
記

載
し
た
書
面
及
び
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程

業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程

第
二
十
四

条
の
六

法
第
三
十
二
条
の
十
四

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
十
四

第
二
十
四

条
の
七
第

一
項

法
第
三
十
二
条
の
十
五

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
十
五

　

求
人
求
職
管
理
簿
及
び
手
数
料
管
理
簿

求
人
求
職
管
理
簿

第
二
十
四

条
の
八
第

二
項

法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
一
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
十
六
第
一
項

　

有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八

号
の
二
）

第
二
十
四

条
の
八
第

三
項

第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
つ
て

は
そ
の
時
点
に
お
け
る
情
報
を
、
そ
れ
ぞ
れ

そ
れ
ぞ
れ

第
二
十
四

条
の
八
第

五
項

法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

三
十
二
条
の
十
六
第
三
項

３
　
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
又
は
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

二
　
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に
「
事
業
所
ご
と
」
と

い
う
。
）
の
個
人
情
報
の
適
正
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
規
程

三
　
事
業
所
ご
と
の
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程

四
　
事
業
所
ご
と
に
選
任
す
る
職
業
紹
介
責
任
者
の
住
民
票
の
写
し
、
履
歴
書
及
び
受
講
証
明
書
並
び
に
当
該
職

業
紹
介
責
任
者
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
職
業
紹
介
責
任
者
が
精
神
の
機
能
の

障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に

限
る
。
）

五
　
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
事
業
所
ご
と
の
施
設
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面

六
　
国
外
に
わ
た
る
職
業
紹
介
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
国
外
に
わ
た
る
職
業
紹
介
の
相
手
先
国
に
関
す

る
書
類

七
　
国
外
に
わ
た
る
職
業
紹
介
を
行
お
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
取
次
機
関
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

当
該
取
次
機
関
に
関
す
る
書
類

４
　
派
遣
元
事
業
主
等
が
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
又
は
労
働
者
派
遣
事
業
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類

を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
当
該
者
に
係
る
労
働

者
派
遣
事
業
の
許
可
の
申
請
、
労
働
者
派
遣
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請

又
は
労
働
者
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
際
に
添
付
し
た
書
類
に
よ
り
証
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
　
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
人
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

二
　
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

（
法
第
三
十
三
条
の
六
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
六
条
　
法
第
三
十
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
は
、
書
面
で
行

う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
　
削
除

（
法
第
三
十
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
八
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
又
は
同
条
第
三
項
の
届
出
は
、
募
集
に
係
る
事

業
所
（
以
下
「
募
集
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
区
域
を
募
集
地
域
と
す
る
募
集
、
当
該
区

域
以
外
の
地
域
を
募
集
地
域
と
す
る
募
集
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
自
県
外
募
集
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
第

三
十
七
条
第
一
項
第
六
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
及
び
自
県
外
募
集
で
あ
つ
て
同
号
ロ
に
該
当
し
な
い
も
の
の
別
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
又
は
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
手
続
及
び
様
式
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
労
働

者
を
募
集
す
る
者
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
様
式
に
従
い
、
毎
年
度
、
労
働
者
募
集
報
告
を
作
成
し
、
こ
れ

を
当
該
年
度
の
翌
年
度
の
四
月
末
日
ま
で
（
当
該
年
度
の
終
了
前
に
労
働
者
の
募
集
を
終
了
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
終
了
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
）
に
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
又

は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
　
削
除

（
法
第
三
十
七
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
条
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
が
行
う
募
集
の
制
限
は
、
書
面
で
行
う
も

の
と
す
る
。

２
　
募
集
の
制
限
又
は
指
示
は
、
通
常
、
国
家
的
に
緊
要
な
政
策
の
遂
行
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
又
は
募
集
地
域

若
し
く
は
就
業
地
域
に
お
け
る
一
般
的
な
労
働
基
準
を
不
当
に
害
す
る
よ
う
な
募
集
を
防
止
す
る
た
め
に
、
こ
れ

を
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
募
集
の
指
示
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
が
文
書
に
よ
る
理
由
を
付
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。
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４
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
募
集
の
制
限
（
公
共
職
業
安
定
所
長
が
行
な
う
も
の
に
限
る
。
）
及
び
指
示

に
関
す
る
方
針
及
び
手
続
は
、
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
　
削
除

第
三
十
条
の
三
　
削
除

（
法
第
四
十
二
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
条
の
四
　
法
第
四
十
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
ら
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者

二
　
そ
の
被
用
者
を
し
て
労
働
者
の
募
集
に
従
事
さ
せ
る
者
で
あ
つ
て
、
当
該
被
用
者
が
労
働
組
合
法
第
二
条
第

一
号
の
役
員
、
監
督
的
地
位
に
あ
る
労
働
者
又
は
使
用
者
の
利
益
を
代
表
す
る
者
に
該
当
す
る
も
の

（
法
第
四
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
一
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
、
又
は
同
条
第
三
項
の
届
出
を
し
て
労
働
者
の
募
集
を
行

う
者
は
、
応
募
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
事
由
に
よ
り
帰
郷
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
応
募
者
に
対

し
、
帰
郷
に
要
す
る
費
用
の
支
給
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
雇
用
契
約
の
内
容
が
募
集
条
件
と
相
違
し
た
と
き

二
　
許
可
を
受
け
て
、
又
は
届
出
を
し
て
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
の
都
合
に
よ
り
応
募
者
を
採
用
し
な
い
と
き

（
法
第
四
十
三
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
一
条
の
二
　
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
募
集
情
報
等

提
供
事
業
届
出
書
（
様
式
第
八
号
の
三
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

二
　
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
個
人
の
住
民
票
の
写
し

２
　
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
電
話
番
号

三
　
職
業
紹
介
事
業
者
又
は
派
遣
元
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
許
可
番
号
又
は
届
出
受
理
番
号

３
　
法
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
、
法
第
三
十
三
条
の
二

第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
又
は
派
遣
元
事
業
主
が
法
第
四
十
三

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書

類
を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４
　
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
当
該
変
更
に
係

る
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
、
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
変
更
届
出
書
（
様
式

第
八
号
の
四
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業

を
廃
止
し
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
八
号
の
五
）
を
厚
生
労

働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
一
項
及
び
前
二
項
に
定
め
る
様
式

を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
様
式
に
お
け
る
氏
名
又
は
名
称
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る

法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省

令
第
四
十
号
）
第
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
ほ
か
、
当
該
氏
名
又
は
名
称
を
電
磁
的
記
録
（
同
法
第
三

条
第
七
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る
こ
と
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
四
十
三
条
の
五
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
一
条
の
三
　
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
は
、
毎
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
事
業
概
況
報
告
書
（
様
式

第
八
号
の
六
）
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
概
況
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
四
十
三
条
の
六
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
一
条
の
四
　
法
第
四
十
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切

な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
四
十
三
条
の
六
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
第
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
個
人
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た

め
に
講
じ
て
い
る
措
置

二
　
労
働
者
の
募
集
に
関
す
る
情
報
又
は
労
働
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
関
す
る
情
報
に
順
位
を
付
し
て
表
示
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
順
位
を
決
定
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
主
要
な
事
項
（
当
該
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
た

者
か
ら
の
当
該
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
に
対
す
る
広
告
宣
伝
の
費
用
そ
の
他
の
金
銭
の
支
払
が
、
当

該
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）

（
法
第
四
十
三
条
の
七
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
一
条
の
五
　
法
第
四
十
三
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
四
条
第
一
項
に
定
め
る
者

と
す
る
。

（
法
第
四
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
二
条
　
労
働
者
供
給
事
業
を
行
お
う
と
す
る
労
働
組
合
等
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
手
続
及
び
様
式
に

従
い
、
厚
生
労
働
大
臣
に
許
可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
そ
の
許
可
を
申
請
し
た
労
働
組
合
等
が
労
働
組
合
法
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定

又
は
第
四
条
第
六
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
、
関
係
労
働
委
員
会
等
を
通
じ
て
確

か
め
た
上
、
許
可
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。

３
　
労
働
者
供
給
事
業
の
許
可
の
有
効
期
間
は
三
年
と
す
る
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
許
可
の
有
効
期
間
（
当
該
許
可
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
を
受
け

た
と
き
に
あ
つ
て
は
、
当
該
更
新
を
受
け
た
許
可
の
有
効
期
間
）
の
満
了
後
引
き
続
き
当
該
許
可
に
係
る
労
働
者

供
給
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
三
項
中
「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
　
労
働
者
供
給
事
業
者
は
、
当
該
労
働
者
供
給
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
当
該
労
働
者
供
給
事
業
を
廃
止
し
た

日
か
ら
十
日
以
内
に
文
書
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
労
働
者
供
給
事
業
を
行
う
労
働
組
合
等
は
、
労
働
者
供
給
事
業
に
関
し
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
手
続
及
び

様
式
に
従
い
帳
簿
書
類
を
備
え
付
け
る
と
と
も
に
、
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
を
経
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
五
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
者
（
法
第
二
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
特
定
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
、
求

人
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
、
募
集
受
託
者
、
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
（
募
集
情
報
等
提
供
事
業

を
行
う
場
合
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
、
労
働
者
供
給
事
業
を
行
う
者
又
は
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
に
対
し
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
当
該
報
告
を
さ
せ
る
理
由

を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
五
十
条
第
三
項
の
証
明
書
は
、
職
業
紹
介
事
業
等
立
入
検
査
証
（
様
式
第
九
号
）
に
よ
る
。

（
法
第
五
十
一
条
及
び
法
第
五
十
一
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
四
条
　
法
第
五
十
一
条
第
二
項
及
び
法
第
五
十
一
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
法
人
で
あ
る

雇
用
主
と
す
る
。

（
法
第
五
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
五
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
労
働
者
の
雇
入
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
の
指
導
を
適
切
か
つ
有
効
に
実
施
す
る

た
め
、
労
働
者
の
雇
入
れ
の
動
向
の
把
握
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
学
校
（
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
を
含
む
。
）
及
び
幼
稚
園
（
特

別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
、
専
修
学
校
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
設
」
と
総
称
す
る
。
）
を
新

た
に
卒
業
し
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
学
卒
者
」
と
い
う
。
）
を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
共
職
業
安
定
所
及
び
施
設
の
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長
（
業
務
分
担
学
校
長
及
び
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
て
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
者

に
限
る
。
）
に
人
材
開
発
統
括
官
が
定
め
る
様
式
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
新
規
学
卒
者
に
つ
い
て
、
募
集
を
中
止
し
、
又
は
募
集
人
員
を
減
ず
る
と
き
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
新

規
学
卒
者
に
つ
い
て
募
集
人
員
を
減
ず
る
と
き
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
。

二
　
新
規
学
卒
者
の
卒
業
後
当
該
新
規
学
卒
者
を
労
働
さ
せ
、
賃
金
を
支
払
う
旨
を
約
し
、
又
は
通
知
し
た
後
、

当
該
新
規
学
卒
者
が
就
業
を
開
始
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
日
ま
で
の
間
（
次
号
に
お
い
て
「
内
定
期
間
」
と
い

う
。
）
に
、
こ
れ
を
取
り
消
し
、
又
は
撤
回
す
る
と
き
。

三
　
新
規
学
卒
者
に
つ
い
て
内
定
期
間
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

３
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
内
容
を
都
道
府
県
労
働
局
長
を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
工
場
、
事
業
場
等
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
職
業
安
定
局
長
又
は
人
材
開
発
統
括

官
の
定
め
る
計
画
並
び
に
具
体
的
援
助
要
項
に
基
づ
き
、
職
業
安
定
組
織
が
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
職
業
安
定
組
織
が
前
項
の
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
労
働
争
議
に
介
入
し
、
又
は
労
働
協
約
の
内
容
に
関

与
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
　
削
除

（
法
第
六
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
七
条
　
法
に
定
め
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
　
法
第
三
十
二
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
表
の
変
更
命
令
に
関
す
る
権
限
　
当
該
職
業
紹
介
事
業

を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
及
び
当
該
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働

局
長

二
　
法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
及
び
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
に
関
す
る
権
限
　
当
該
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

三
　
法
第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
及
び
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
職
業
紹
介
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
に
関
す
る
権
限
　
当
該
職
業
紹

介
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
及
び
当
該
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
労
働
局
長

四
　
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
及
び
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
取
扱
職
種
の
範
囲
等
の
変
更
の
命
令
に
関
す
る
権
限
　
当
該
職
業
紹
介

事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
及
び
当
該
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

労
働
局
長

五
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
に
係
る
同
項
の
規
定
又
は
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
法
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
事
業
の
停
止
に
関
す
る
権
限
　
法
第
三
十
三
条
の

二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

六
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
募
集
に
係
る
も
の
、
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
認
可
の
う
ち
当
該
募
集
に
係
る
も
の
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
の
う
ち
当
該
募
集
に

係
る
も
の
、
当
該
許
可
に
際
し
て
行
う
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
並
び
に
法
第
四
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
許
可
の
取
消
し
及
び
当
該
許
可
に
係
る
募
集
の
業
務
の
停
止
並
び
に
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
当
該
届
出
に
係
る
募
集
の
業
務
の
廃
止
及
び
停
止
に
関
す
る
権
限
　
募
集
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

イ
　
募
集
事
業
所
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
区
域
を
募
集
地
域
と
す
る
募
集

ロ
　
募
集
事
業
所
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
区
域
以
外
の
地
域
（
当
該
地
域
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
の
状
況

等
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
地
域
を
除
く
。
）
を
募
集
地
域
と
す
る
募
集
（
当
該
業
種
に
お

け
る
労
働
力
の
需
給
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
業
種
の
属
す
る
事
業
の
事
業
主
が

行
う
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
募
集
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
数
が
百
人
（
一
の

都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
募
集
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
数
が
三
十
人
以
上
で
あ
る
と
き
は
三
十
人
）
未

満
の
も
の

七
　
法
第
四
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
に
関
す
る
権

限
　
当
該
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
及
び
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

八
　
法
第
四
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言
に
関
す
る
権
限
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
次
に
定
め
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）

イ
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
　
施
設
の
主
た
る
事
務
所
又
は
当
該
施
設
に
求
人

の
申
込
み
を
行
う
求
人
者
の
当
該
求
人
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

ロ
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
以
外
の
職
業
紹
介
事
業
　
職
業
紹
介
事
業
を
行
う

者
の
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
又
は
当
該
者
に
求
人
の
申
込
み
を
行
う
求
人
者
の

当
該
求
人
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

ハ
　
労
働
者
の
募
集
　
募
集
事
業
所
又
は
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
当
該

事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

ニ
　
募
集
情
報
等
提
供
事
業
　
募
集
情
報
等
提
供
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
又
は
当
該
事
業
を
行
う
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

ホ
　
労
働
者
供
給
事
業
　
労
働
者
供
給
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所

又
は
当
該
者
か
ら
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
当
該
労
働
者
供
給
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

九
　
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
及
び
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
公
表
に
関
す
る
権
限
　
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
長

十
　
法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
関
す
る
権

限
　
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
長

２
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
前
項
第
五
号
に
定
め
る
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
も

の
と
す
る
。

３
　
法
第
四
十
八
条
の
二
、
法
第
四
十
八
条
の
三
及
び
法
第
五
十
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
の
う
ち
法

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
行
う
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
法
第
六
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
八
条
　
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
並
び
に
第
十
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
七
条
の
六

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
は
、
特
定
地
方
公
共
団
体
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
の
う
ち
、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
以
外
の
事
項
に
係
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
法
第
三
章
か
ら
法
第
三
章
の
二
ま
で
の
規
定
及
び
法
第
三
章
の
四
の
規
定
並
び
に
こ
の
命
令
の
規
定
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
は
、
職
業
紹
介
事
業
若
し
く
は
労
働
者
供
給
事
業
を
行
う
者
の
主
た
る
事
務
所
又

は
募
集
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
て
行
う
職
業
紹
介
事
業
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定

所
（
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
第
七
百
九
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
公
共
職
業
安
定
所
）
の
長
）
を
経
由
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三

十
二
条
の
四
第
三
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一

項
若
し
く
は
第
四
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
又
は
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
第
二
十
一
条
第
三
項
（
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働

大
臣
に
提
出
す
る
書
類
（
有
料
許
可
証
及
び
無
料
許
可
証
を
含
む
。
）
の
う
ち
、
法
第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
及

び
第
二
号
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
又
は
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
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規
定
す
る
事
項
以
外
の
事
項
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局

長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
法
第
三
章
か
ら
法
第
三
章
の
四
ま
で
の
規
定
及
び
こ
の
命
令
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
（
有
料
許
可
証
及

び
無
料
許
可
証
を
除
く
。
）
は
、
正
本
に
そ
の
写
し
二
通
（
第
十
八
条
第
三
項
（
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
二
条
第
四
項
（
第
二
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
三
条
第
四
項
（
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
一
条
の
二
第

一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
一
通
）
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

こ
の
命
令
は
、
職
業
安
定
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

職
業
紹
介
法
施
行
規
則
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
規
則
、
営
利
職
業
紹
介
事
業
規
則
、
労
務
供
給
事
業
規
則
及
び

労
務
者
募
集
規
則
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す

る
ほ
か
、
同
項
の
芸
能
家
、
家
政
婦
（
家
政
一
般
の
業
務
（
個
人
の
家
庭
又
は
寄
宿
舎
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施

設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
患
者
、
病
弱
者
等
の
付
添
い
の
業
務
又
は
看
護
の
補
助
の
業
務
（
病
院

等
の
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
者
）
、
配
ぜ
ん
人
（
正
式
の
献
立
に
よ
る
食
事
を
提
供
す

る
ホ
テ
ル
、
料
理
店
、
会
館
等
に
お
い
て
、
正
式
の
作
法
に
よ
る
食
卓
の
布
設
、
配
ぜ
ん
、
給
仕
等
の
業
務
（
こ

れ
ら
の
業
務
に
付
随
し
た
飲
食
器
等
の
器
具
の
整
理
及
び
保
管
に
必
要
な
業
務
を
含
む
。
）
を
行
う
者
）
、
調
理
士

（
調
理
、
栄
養
及
び
衛
生
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
し
、
調
理
の
業
務
を
行
う
者
）
、
同
項
の
モ
デ

ル
又
は
マ
ネ
キ
ン
（
専
門
的
な
商
品
知
識
及
び
宣
伝
技
能
を
有
し
、
店
頭
、
展
示
会
等
に
お
い
て
相
対
す
る
顧
客

の
購
買
意
欲
を
そ
そ
り
、
販
売
の
促
進
に
資
す
る
た
め
に
各
種
商
品
の
説
明
、
実
演
等
の
宣
伝
の
業
務
（
こ
の
業

務
に
付
随
し
た
販
売
の
業
務
を
含
む
。
）
を
行
う
者
）
の
職
業
に
係
る
求
職
者
か
ら
求
職
の
申
込
み
を
受
理
し
た

時
以
降
七
百
十
円
（
免
税
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
六
百
六
十
円
）
の
求
職
受
付
手
数
料
を
徴
収
す
る
と
き
と
す

る
。
た
だ
し
、
同
一
の
求
職
者
に
係
る
求
職
の
申
込
み
の
受
理
が
一
箇
月
間
に
三
件
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
一
箇
月
に
つ
き
三
件
分
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
、
第
二
十
四
条
の
六
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基

準
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
業
紹
介
責
任
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
基
準
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
日
の
翌

日
か
ら
三
月
の
期
間
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
当
該
基
準
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
三
年
二
月
七
日
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
三
年
一
〇
月
四
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。
但
し
、
第
三
十
二
条

第
三
項
の
規
定
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
六
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
八
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
六
月
一
四
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
一
〇
月
一
二
日
労
働
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
三
月
二
日
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
五
月
七
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
六
月
九
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
河
内
柏
原
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和

二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
、
島
田
公
共
職
業
安
定
所
（
焼
津
分
庁
舎
を
含
む
。
）
、
一
宮
公
共
職
業
安
定
所
及
び
挙

母
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
、
佐
原
公
共
職
業
安
定
所
及
び
高
岡

公
共
職
業
安
定
所
（
新
湊
出
張
所
を
含
む
。
）
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
十
五
日
か
ら
、
谷
村

公
共
職
業
安
定
所
（
富
士
吉
田
分
庁
舎
を
含
む
。
）
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
二
十
日
か
ら
、

小
浜
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
日
か
ら
、
大
館
公
共
職
業
安
定
所
、
横

手
公
共
職
業
安
定
所
、
立
川
公
共
職
業
安
定
所
、
青
梅
公
共
職
業
安
定
所
、
大
井
公
共
職
業
安
定
所
中
津
川
出
張

所
、
豊
川
公
共
職
業
安
定
所
、
福
知
山
公
共
職
業
安
定
所
、
神
戸
公
共
職
業
安
定
所
、
西
宮
公
共
職
業
安
定
所
、

龍
野
公
共
職
業
安
定
所
、
網
干
公
共
職
業
安
定
所
、
八
頭
公
共
職
業
安
定
所
、
和
気
公
共
職
業
安
定
所
片
上
分
庁

舎
、
臼
杵
公
共
職
業
安
定
所
及
び
延
岡
公
共
職
業
安
定
所
（
富
島
出
張
所
を
含
む
。
）
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭

和
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、
鰍
沢
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
三
日
か
ら
、

枚
方
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
五
月
三
日
か
ら
、
長
岡
公
共
職
業
安
定
所
、
柏
崎

公
共
職
業
安
定
所
、
徳
島
公
共
職
業
安
定
所
及
び
那
賀
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年

六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
七
月
三
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
七
月
二
七
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
九
月
一
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
瀬
戸
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十

六
年
五
月
三
日
か
ら
、
徳
島
公
共
職
業
安
定
所
及
び
同
公
共
職
業
安
定
所
小
松
島
出
張
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は

昭
和
二
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
一
一
月
一
日
労
働
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
塩
釜
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十

六
年
七
月
一
日
か
ら
、
旭
川
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
、
堺
公
共

職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
、
呉
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分

は
昭
和
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
一
二
月
二
九
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
横
浜
公
共
職
業
安
定
所
薩
摩
町
分
庁
舎
に
係
る
改
正
の
部

分
は
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
千
葉
公
共
職
業
安
定
所
、
茂
原
公
共
職
業
安
定
所
及
び
玉
島
公
共
職
業

安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
二
月
一
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
網
走
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十

六
年
四
月
一
日
か
ら
、
呉
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
三
日
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
五
月
二
六
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
但
し
、
横
浜
公
共
職
業

安
定
所
柳
橋
分
庁
舎
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
四
月
四
日
か
ら
、
飯
田
橋
公
共
職
業
安
定
所
本
郷
分

庁
舎
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
四
月
六
日
か
ら
、
出
町
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭

和
二
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
六
月
三
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

15



こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
六
月
三
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
但
し
、
滝
川
公
共
職
業

安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
、
刈
谷
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は

昭
和
二
十
七
年
五
月
五
日
か
ら
、
神
戸
公
共
職
業
安
定
所
神
楽
出
張
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
六

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
八
月
一
五
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
久
慈
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十

三
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
礪
波
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
五
月
一
日
か
ら
、
呉
公

共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
、
神
戸
公
共
職
業
安
定
所
春
日
野
道
労
働

出
張
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
九
日
か
ら
、
岩
内
公
共
職
業
安
定
所
及
び
半
田
公
共
職
業

安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
、
佐
世
保
公
共
職
業
安
定
所
及
び
平
戸
公
共
職
業

安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
、
島
田
公
共
職
業
安
定
所
焼
津
分
庁
舎
、
磐

田
公
共
職
業
安
定
所
森
出
張
所
、
田
辺
公
共
職
業
安
定
所
宇
治
出
張
所
及
び
舞
鶴
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正

の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
、
古
川
公
共
職
業
安
定
所
鳴
子
分
庁
舎
、
平
公
共
職
業
安
定
所
小
名
浜

分
庁
舎
及
び
足
利
公
共
職
業
安
定
所
足
尾
分
庁
舎
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
九
月
一
日
労
働
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
氷
見
公
共
職
業
安
定
所
及
び
益
田
公
共
職
業
安
定
所
に
係

る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
九
月
二
七
日
労
働
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
苫
小
牧
公
共
職
業
安
定
所
及
び
新
居
浜
公
共
職
業
安
定
所

に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
、
京
都
西
陣
公
共
職
業
安
定
所
円
町
労
働
出
張
所
に
係
る

改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
一
〇
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
一
月
一
七
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
関
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
七

年
八
月
一
日
か
ら
、
半
田
公
共
職
業
安
定
所
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
、
八
代
公
共

職
業
安
定
所
坂
本
分
庁
舎
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
六
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
岡
山
公
共
職
業
安
定
所
及
び
和
気
公
共
職
業
安
定
所
に
係

る
改
正
の
部
分
の
う
ち
赤
磐
郡
山
陽
町
に
つ
い
て
の
規
定
は
昭
和
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
、
磐
田
公
共
職
業
安

定
所
森
分
庁
舎
に
係
る
改
正
の
部
分
は
昭
和
二
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
八
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
一
一
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
下
松
公
共
職
業
安
定
所
光
分
庁
舎
に
係
る
改
正
の
部
分
は

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
一
二
月
二
五
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
二
月
九
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
五
月
一
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
但
し
、
守
山
市
の
う
ち

志
段
味
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
、
狭
山
市
に
つ
い
て
は
同
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
茨
城
県
新
治
郡
千
代
田
村
の
区
域
に
係
る
石
岡
公
共
職
業

安
定
所
及
び
土
浦
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
日
か
ら
、
山
梨

県
南
巨
摩
郡
中
富
町
の
区
域
に
係
る
鰍
沢
公
共
職
業
安
定
所
及
び
身
延
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
の
変
更
に

つ
い
て
は
同
年
八
月
十
七
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
一
〇
月
二
七
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
現
に
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
こ
れ
に
基
く
命
令
を
含
む

。
）
の
規
定
に
基
き
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
申
請
、
届
出
、
報
告
等
又
は
公
共
職
業
安

定
所
の
長
が
行
つ
て
い
る
許
可
、
募
集
の
制
限
等
の
処
分
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共

職
業
安
定
所
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務

を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
行

つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
一
二
月
一
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
飾
磨
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定

中
姫
路
市
の
木
場
、
八
家
、
東
山
、
継
、
奥
山
、
北
原
及
び
兼
田
に
係
る
部
分
は
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
か

ら
、
松
戸
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
九
月
一
日
か
ら
、
大
宮
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
三
十
日
か
ら
、
苫
小
牧
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る

改
正
規
定
、
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
山
形
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
真
岡
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
四
日

市
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
亀
山
市
に
係
る
部
分
、
宇
部
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄

区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
美
東
町
に
係
る
部
分
並
び
に
須
崎
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す

る
改
正
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び

に
行
橋
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
十
日
か
ら
、
大
津
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
及
び
同
公
共
職
業
安
定
所
草
津
出
張
所
の
位
置
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び
に
伊
野
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
高
岡
郡
日
高
村
に
係
る
部
分
は
同
年
同
月
十
五
日
か
ら
、
桑
名
公
共

職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
十
七
日
か
ら
、
楯
岡
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び

管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
水
戸
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
高
田
公
共
職
業
安

定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び
に
宇
治
山
田
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は

同
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
一
月
六
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
愛
媛
三
島
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置

及
び
管
轄
区
域
に
係
る
部
分
は
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
久
慈
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区

域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
佐
沼
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
気
仙
沼
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
立
川
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
新
津
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
両
津
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規

定
、
木
本
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
係
る
部
分
、
大
津
公
共
職
業
安
定
所

安
曇
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
並
び
に
日
南
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改

正
規
定
は
同
年
同
月
三
日
か
ら
、
長
井
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同

月
十
五
日
か
ら
、
相
模
原
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び
に
同
公
共
職
業
安
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定
所
淵
野
辺
分
庁
舎
の
所
在
地
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
二
十
日
か
ら
、
日
立
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄

区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
及
び
同
公
共
職
業
安
定
所
高
萩
分
庁
舎
の
所
在
地
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
二

十
三
日
か
ら
、
花
巻
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
遠
野
市
に
係
る
部
分
及
び
同
公
共
職

業
安
定
所
遠
野
出
張
所
の
位
置
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び
に
大
田
原
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に

関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
橋
本
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規

定
、
観
音
寺
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び
に
松
山
公
共
職
業
安
定
所
の
管

轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
、
信
濃
橋
公
共
職
業
安
定
所
大
阪
港
労
働
出
張
所
に

関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
十
六
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
二
月
一
日
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
松
戸
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定

は
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
、
甲
府
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
及
び
塩
山
公

共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
十
二
月
十
日
か
ら
、
花
巻
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区

域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
北
上
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
大
船
渡
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
同
公
共
職
業
安
定
所
岩
手
高
田
分
庁
舎
の
所
在
地
に
関
す
る
改
正
規
定
、
会

津
若
松
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
下
館
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に

関
す
る
改
正
規
定
、
石
岡
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
龍
ケ
崎
公
共
職
業
安
定
所
の
管

轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
熊
谷
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
深
谷
市
に
係
る
部

分
、
横
須
賀
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
松
田
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す

る
改
正
規
定
中
秦
野
市
に
係
る
部
分
、
名
古
屋
北
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
小
牧
市

に
係
る
部
分
、
一
宮
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
尾
西
市
に
係
る
部
分
、
宇
治
山
田
公

共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
係
る
部
分
、
京
都
西
陣
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄

区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
出
雲
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
津
山
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
、
美
作
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び
に
江
迎
公
共

職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
は
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
、
鉾
田
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄

区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
東
村
に
係
る
部
分
は
同
年
同
月
五
日
か
ら
、
布
施
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に

関
す
る
改
正
規
定
中
枚
岡
市
に
係
る
部
分
は
同
年
同
月
十
一
日
か
ら
、
武
生
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関

す
る
改
正
規
定
及
び
布
施
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
に
関
す
る
改
正
規
定
中
河
内
市
に
係
る
部
分
は
同
年
同

月
十
五
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
岩
川
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係

る
部
分
は
昭
和
三
十
年
一
月
二
十
日
か
ら
、
大
三
沢
公
共
職
業
安
定
所
三
本
木
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
、
厚

木
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
、
福
岡
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
、

香
椎
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
、
熊
本
公
共
職
業
安
定
所
浜
町
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
及
び
国

分
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
同
年
二
月
一
日
か
ら
、
沼
津
公
共
職
業
安
定
所

御
殿
場
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
、
長
崎
公
共
職
業
安
定
所
瀬
戸
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
及
び
対
島
公
共

職
業
安
定
所
壱
岐
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
十
一
日
か
ら
、
札
幌
公
共
職
業
安
定
所
琴
似
分
庁
舎

に
関
す
る
改
正
規
定
、
秋
田
公
共
職
業
安
定
所
北
浦
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
三
月
一
日
か
ら
、
木
次

公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
三
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用
す
る
。

２
　
別
表
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
鰺
ケ
沢
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
青
森
県
北
津
軽
郡
鶴
田
町
大
字
妙
堂
崎
、
廻
堰
、
尾
原
、
木
筒
及
び
野
木
の
区
域
、

二
本
松
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
福
島
県
伊
達
郡
川
俣
町
山
木
屋
の
区
域
並
び
に
八
幡
浜
公

共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
愛
媛
県
北
宇
和
郡
吉
田
町
大
字
深
浦
、
法
華
津
及
び
白
浦
の
区
域

は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
、
福
島
公
共
職
業
安
定
所
及
び
宇
和

島
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
四
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
宇
出
津
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規

定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
昭
和
三
十
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
、
島
田
公
共
職
業
安
定
所
川
崎
出
張
所
に
関
す
る
改

正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
同
年
同
月
二
十
八
日
か
ら
、
江
迎
公
共
職
業
安
定
所
志
佐
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正

規
定
中
所
在
地
に
係
る
部
分
は
同
年
同
月
三
十
一
日
か
ら
、
佐
沼
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
、
宇
都

宮
公
共
職
業
安
定
所
雀
宮
分
庁
舎
及
び
同
公
共
職
業
安
定
所
西
川
田
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
、
大
垣
公
共
職

業
安
定
所
揖
斐
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
、
浜
松
公
共
職
業
安
定
所
気
賀
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置

に
係
る
部
分
、
和
泉
佐
野
公
共
職
業
安
定
所
多
奈
川
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
、
小
野
田
公
共
職
業
安
定
所
船

木
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
並
び
に
伊
集
院
公
共
職
業
安
定
所
伊
作
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
四
月

一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用
す
る
。

２
　
別
表
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
弘
前
公
共
職
業
安
定
所
の

管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
青
森
県
北
津
軽
郡
板
柳
町
大
字
畑
岡
字
林
崎
、
飯
田
、
横
沢
、
辻
、
太
田
、
長
野
及
び

深
味
の
区
域
並
び
に
鰺
ケ
沢
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
同
県
同
郡
市
浦
村
大
字
十
三
字
深

津
、
通
行
道
、
琴
湖
岳
、
古
中
道
、
五
月
女
萢
及
び
土
佐
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
五
所
川
原
公

共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
行
橋
公
共
職
業
安
定
所
八
屋
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定

は
昭
和
三
十
年
四
月
十
日
か
ら
、
塩
釜
公
共
職
業
安
定
所
吉
岡
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
二
十
日

か
ら
、
平
公
共
職
業
安
定
所
植
田
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
二
十
九
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用

す
る
。

２
　
別
表
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
西
大
寺
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
岡
山
県
赤
磐
郡
瀬
戸
町
笹
岡
、
観
音
寺
、
宿
奥
及
び
菊
山
の
区
域
、
尾
道
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
広
島
県
豊
田
郡
大
和
町
大
字
萩
原
、
上
徳
良
、
下
徳
良
、
篠
、
福
田
及
び
蔵

宗
の
区
域
、
同
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
同
県
双
三
郡
三
和
町
大
字
敷
名
及
び
上
半
原
の
区

域
並
び
に
府
中
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
同
県
比
婆
郡
東
城
町
大
字
新
免
及
び
三
坂
の
区
域

は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
和
気
公
共
職
業
安
定
所
、
三
原
公
共
職
業
安
定
所
、
三
次
公
共
職

業
安
定
所
及
び
庄
原
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
行
橋
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
同
公
共

職
業
安
定
所
八
屋
分
庁
舎
の
所
在
地
に
係
る
部
分
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
十
三
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
別
表
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
秋
田
公
共
職
業
安
定

所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
秋
田
県
仙
北
郡
協
和
村
大
字
船
岡
及
び
船
沢
の
区
域
、
多
治
見
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
大
字
錦
織
及
び
伊
岐
津
志
の
区
域
、
関
公
共
職
業
安
定
所

の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
同
県
山
県
郡
美
山
村
大
字
出
戸
、
船
越
、
相
戸
、
日
永
及
び
柿
野
の
区
域
並
び
に
出

雲
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
島
根
県
邑
智
郡
川
本
町
大
字
新
屋
及
び
大
家
本
郷
の
区
域
は
、

こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
曲
公
共
職
業
安
定
所
、
美
濃
加
茂
公
共
職
業
安
定
所
、
岐
阜
公
共
職

業
安
定
所
及
び
浜
田
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
八
月
一
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
別
表
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
篠
ノ
井
公
共
職
業
安

定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
長
野
県
上
水
内
郡
信
州
新
町
大
字
日
原
東
、
日
原
西
及
び
信
級
の
区
域
、
奈
良

公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
奈
良
県
宇
陀
郡
室
生
村
大
字
小
原
、
染
田
、
多
田
、
無
山
、
深

野
、
上
笠
間
及
び
下
笠
間
の
区
域
並
び
に
徳
島
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
徳
島
県
板
野
郡
上

板
町
下
六
条
字
中
西
、
中
筋
及
び
宮
前
並
び
に
同
町
佐
藤
塚
字
西
、
中
及
び
東
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
長
野
公
共
職
業
安
定
所
、
桜
井
公
共
職
業
安
定
所
及
び
鳴
門
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域

と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
九
月
一
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
盛
岡
公
共
職
業
安
定
所
沼
宮
内
出
張
所
に
関
す
る
改
正

規
定
は
昭
和
三
十
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
、
高
田
公
共
職
業
安
定
所
安
塚
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
八

月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
二
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
別
表
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
二
戸
公
共
職
業
安
定

所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
岩
手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
田
部
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
盛
岡
公
共

職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
二
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
京
都
西
陣
公
共
職
業
安
定
所
出
町
労
働
出
張
所
に
関
す

る
改
正
規
定
は
、
昭
和
三
十
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
の
改
正
規
定
中
穴
水
公
共
職
業
安

定
所
に
係
る
部
分
は
、
同
年
二
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
昭
和
二
十
六
年
労
働
省
令
・
経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
（
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
納
付

す
る
許
可
料
の
額
及
び
そ
の
者
が
徴
収
す
る
手
数
料
の
最
高
額
を
定
め
る
省
令
）
は
、
廃
止
す
る
。

３
　
昭
和
二
十
六
年
労
働
省
告
示
第
二
十
三
号
（
営
利
職
業
紹
介
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
供
託
す
る
保
証
金
の

額
を
定
め
る
告
示
）
は
、
廃
止
す
る
。

４
　
昭
和
三
十
年
労
働
省
告
示
第
十
九
号
（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り

労
働
大
臣
が
定
め
る
職
業
を
指
定
す
る
告
示
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
五
月
一
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
米
子
公
共
職
業
安
定
所
境
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定

中
所
在
地
に
係
る
部
分
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
兵
庫
県
の
部
に
関
す
る
改
正
規
定
は
、
昭
和
三
十
一
年

六
月
九
日
か
ら
施
行
し
、
名
寄
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
、
枚
方
公
共
職
業
安

定
所
住
道
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
中
所
在
地
に
係
る
部
分
、
琴
浦
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中

位
置
に
係
る
部
分
及
び
竹
原
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
、
同
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

２
　
別
表
第
一
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
可
部
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
広
島
県
安
芸
郡
安
芸
町
大
字
福
田
及
び
馬
木
の
区
域
は
、
昭
和
三
十
一
年
六

月
一
日
か
ら
、
広
島
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
八
月
一
六
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
群
馬
県
の
部
及
び
大
阪
府
の
部
に
関
す
る
改
正
規
定

は
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
一
年
一
一
月
一
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
菊
池
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
昭
和
三

十
一
年
九
月
一
日
か
ら
、
高
知
公
共
職
業
安
定
所
後
免
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
同
月
三
十
日
か
ら
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
二
月
一
日
労
働
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
大
三
沢
公
共
職
業
安
定
所
三
本
木
分
庁
舎
に
関
す
る
改

正
規
定
は
、
昭
和
三
十
一
年
十
月
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
別
表
第
一
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
伊
那
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
長
野
県
下
伊
那
郡
松
川
町
大
字
上
片
桐
の
区
域
、
大
町
公
共
職
業
安
定
所
の

管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
同
県
東
筑
摩
郡
明
科
町
大
字
七
貴
の
区
域
並
び
に
鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域

と
さ
れ
て
い
た
鹿
児
島
県
囎
唹
郡
輝
北
町
字
平
房
、
上
百
引
及
び
下
百
引
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
、
松
本
公
共
職
業
安
定
所
及
び
大
隅
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
二
年
三
月
一
五
日
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
昭
和
二
十
六
年
労
働
省
告
示
第
二
十
一
号
（
工
場
、
事
業
場
又
は
資
格
附
与
を
申
請
す
る
者
が
納
付
す
る
手

数
料
の
額
及
び
納
付
の
方
法
を
定
め
る
告
示
）

二
　
昭
和
二
十
六
年
労
働
省
告
示
第
二
十
二
号
（
工
場
、
事
業
場
又
は
資
格
附
与
を
申
請
す
る
者
が
納
付
す
る
手

数
料
の
額
を
定
め
る
告
示
）

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
桜
井
公
共
職
業
安
定
所
の
位
置
に
関
す
る
改
正
規
定

は
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
六
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
木
次
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
、
昭
和

三
十
二
年
五
月
三
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
別
表
第
一
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
高
崎
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
群
馬
県
北
群
馬
郡
桃
井
村
大
字
広
馬
場
の
区
域
並
び
に
豊
岡
公
共
職
業
安
定

所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
兵
庫
県
養
父
郡
関
宮
町
大
字
葛
畑
、
別
宮
、
小
路
頃
、
川
原
場
、
外
野
、
草
出
、

梨
ケ
原
、
丹
戸
、
奈
良
尾
、
福
定
及
び
大
久
保
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
渋
川
公
共

職
業
安
定
所
及
び
八
鹿
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
八
月
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
別
表
第
一
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
七
尾
公
共
職

業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
石
川
県
羽
咋
郡
羽
咋
町
大
字
酒
井
、
四
柳
、
大
町
、
金
丸
出
、
下
曾
禰
、

鹿
島
路
及
び
潟
崎
の
区
域
並
び
に
大
町
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
長
野
県
東
筑
摩
郡
生
坂
村

大
字
東
広
津
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
羽
咋
公
共
職
業
安
定
所
及
び
松
本
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
一
二
月
二
三
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
釧
路
公
共
職
業
安
定
所
根
室
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規

定
は
昭
和
三
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
、
下
市
公
共
職
業
安
定
所
五
条
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
十
月
十

五
日
か
ら
、
大
聖
寺
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
昭
和
三
十
三
年
一
月
一
日
か

ら
、
長
岡
公
共
職
業
安
定
所
及
び
柏
崎
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
、
那

賀
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
同
年
五
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

２
　
別
表
第
一
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
倉
吉
公
共
職
業

安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
鳥
取
県
西
伯
郡
中
山
町
大
字
羽
田
井
、
束
積
、
八
重
、
樋
口
、
石
井
垣
、
退

休
寺
、
潮
音
寺
、
栄
田
、
田
中
、
御
崎
、
下
甲
及
び
赤
坂
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
施
行
の
日
か
ら
、
米
子
公
共
職

業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
一
月
五
日
労
働
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
札
幌
公
共
職
業
安
定
所
千
歳
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規

定
、
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
、
同
公
共
職
業
安
定
所
砂
川
分
庁
舎
に
関

す
る
改
正
規
定
及
び
羽
咋
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
昭
和
三
十
三
年
七
月
一

日
か
ら
、
水
戸
公
共
職
業
安
定
所
笠
間
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
及
び
菊
池
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正

規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
同
年
八
月
一
日
か
ら
、
大
三
沢
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係

る
部
分
は
同
年
九
月
一
日
か
ら
、
二
本
松
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
、
河
内
柏

原
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
、
鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所
垂
水
分
庁
舎
に
関
す
る

改
正
規
定
及
び
熊
毛
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
矢
板
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公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
、
高
崎
公
共
職
業
安
定
所
安
中
出
張
所
に
関
す
る
改

正
規
定
、
春
日
部
公
共
職
業
安
定
所
草
加
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規
定
及
び
新
城
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改

正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
磐
田
公
共
職
業
安
定
所
二
俣
出
張
所
に
関
す
る
改
正
規

定
中
位
置
に
係
る
部
分
及
び
竹
原
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
同
年
十
一
月
三

日
か
ら
、
挙
母
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
は
昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

２
　
別
表
第
一
中
行
政
区
画
等
の
変
更
に
伴
う
管
轄
区
域
の
特
例
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
三
原
公
共
職

業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
さ
れ
て
い
た
広
島
県
竹
原
市
忠
海
町
の
区
域
並
び
に
尾
道
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区

域
と
さ
れ
て
い
た
広
島
県
甲
奴
郡
甲
奴
町
大
字
小
童
及
び
宇
賀
の
区
域
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
、
竹
原
公
共
職
業
安
定
所
及
び
府
中
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
区
域
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
七
月
一
三
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
篠
ノ
井
公
共

職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に
係
る
部
分
及
び
米
子
公
共
職
業
安
定
所
根
雨
出
張
所
に
関
す
る
改
正

規
定
は
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
七
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
一
二
月
一
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
田
名
部
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置

に
係
る
部
分
及
び
同
公
共
職
業
安
定
所
大
湊
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
昭
和
三
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
、
高

知
公
共
職
業
安
定
所
後
免
分
庁
舎
に
関
す
る
改
正
規
定
は
昭
和
三
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
四
月
一
五
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
五
月
一
六
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
及
び
緊
急
失
業
対

策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業

安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」

と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若

し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
及
び
緊
急
失
業
対

策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
名
古
屋
南

公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請

求
等
又
は
同
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
名
古
屋
港
労
働
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お

い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
新
規
則
の
規
定
に
よ
り
同
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は

そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
同
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
八
月
一
五
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
三
月
二
六
日
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
八
月
一
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対
策

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
及
び
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行

な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が

行
な
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該

事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
新
規

則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ

れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
石
動
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
中
位
置
に

係
る
部
分
は
昭
和
三
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
、
信
濃
橋
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
同
年
十
月
五
日

か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対
策

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
及
び
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行

な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が

行
な
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又

は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規

定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又

は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
五
月
一
日
労
働
省
令
第
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対
策

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
及
び
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行

な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が

行
な
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又

は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規

定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又

は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
五
月
二
七
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
中
大
阪
港
労
働
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
京
都
西
陣
公
共
職
業
安

定
所
及
び
伏
見
公
共
職
業
安
定
所
に
関
す
る
改
正
規
定
は
昭
和
三
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
九
号
）
　
抄

19



１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対

策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）

及
び
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
、
申

請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安

定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の

と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
四
月
一
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
一
一
月
九
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
国
家
公
務
員

等
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第

百
九
十
九
号
）
及
び
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命

令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
神
田
橋
女
子
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求

人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
同
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た

処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
飯
田
橋
公
共
職
業

安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
同
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の

と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
七
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
二
項
の
規
定
は
、

昭
和
四
十
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
大
阪
府
の
部
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
四
十
年

六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対

策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
、
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二

号
）
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
及
び
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所

若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職

業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規

定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ

れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長

が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
四
月
二
八
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対

策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
、
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二

号
）
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
及
び
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安
定
所

若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職

業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規

定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ

れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長

が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
四
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
七
月
二
一
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
職
業
安
定
法
施
行
規
則
別
表
第
一
岐
阜
県
の
部
の

改
正
規
定
は
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
同
表
第
一
北
海
道
の
部
の
改
正
規
定
は
昭
和
四
十
一
年
五
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
八
月
一
五
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
一
〇
月
二
二
日
労
働
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
三
月
二
二
日
労
働
省
令
第
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
鹿
児
島
県
の
部
の
改
正
規
定

は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対

策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
、
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二

号
）
、
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及

び
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届

出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事

務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業

安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
五
月
二
九
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
職
業
安
定
法
、
失
業
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
、
緊
急
失
業
対

策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十
九
号
）
、
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二

号
）
、
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及

び
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届

出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
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務
を
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業

安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
五
月
一
七
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
五
月
二
四
日
労
働
省
令
第
一
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
他
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ

れ
、
又
は
そ
の
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
二
月
一
六
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
又

は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
五
月
二
四
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、

又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、

又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の

長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行

な
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
港
湾
労
働
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
十
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
日
雇
港
湾
労
働
者
で
あ
つ
て
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前

の
大
阪
港
労
働
公
共
職
業
安
定
所
西
成
出
張
所
に
出
頭
す
べ
き
こ
と
を
指
示
さ
れ
て
い
た
も
の
に
係
る
日
雇
港
湾

労
働
者
の
登
録
、
法
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
法
第
三
十
条
第
一
項
及
び
法
第
三
十

一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
並
び
に
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
日
雇
港
湾
労
働
者
に
対
す
る
報

告
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
別
表
第
一
事
務
取
扱
の
範
囲

の
部
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
日
雇
港
湾
労
働
者
に
係
る
登
録
が
効
力
を
失
う
ま
で
の
間
（
港
湾
労

働
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
六
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
換
え
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
ま
で
の
間
）
、
あ
い
り
ん
労
働
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
日
雇
港
湾
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
あ
い
り
ん
労
働
公
共
職
業
安
定
所
長
は
港
湾
労
働
法
施
行
規
則
第

五
条
の
登
録
公
共
職
業
安
定
所
長
と
、
あ
い
り
ん
労
働
公
共
職
業
安
定
所
は
同
規
則
第
六
条
の
登
録
公
共
職
業
安

定
所
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、

又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
九
月
八
日
労
働
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
特
別
措
置
法
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
。

以
下
「
旧
職
業
安
定
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
指
示
を
受
け
て
い
る
者
が
同
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
就
職
促
進
の
措
置
（
特
別
措
置
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
措

置
を
含
む
。
以
下
「
就
職
促
進
の
措
置
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
間
に
係
る
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一

項
の
就
職
指
導
手
当
、
同
規
則
第
二
条
第
一
項
の
訓
練
手
当
及
び
特
定
職
種
訓
練
受
講
奨
励
金
並
び
に
同
規
則
第

五
条
第
一
項
の
職
場
適
応
訓
練
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
旧
職
業
安
定
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
失
業
者
（
特
別
措
置
法
第

十
二
条
の
中
高
年
齢
失
業
者
等
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
及
び
就
職
促
進
の
措
置
を
受
け
終
わ

つ
た
者
で
引
き
続
き
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
し
て
い
る
も
の
（
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
失
業
対
策
事

業
に
紹
介
さ
れ
る
失
業
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
に
係
る
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
三
条
第

一
項
の
広
域
求
職
活
動
費
、
同
規
則
第
四
条
第
一
項
の
移
転
資
金
、
同
規
則
第
六
条
第
一
項
の
帰
省
旅
費
及
び
同

規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
労
働
者
住
宅
確
保
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
徴
収
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、

又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
五
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、

又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申

込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
処
分
等
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い

て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、

又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
な
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込

み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安

定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定

所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
八
月
一
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
九
日
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
二
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
を
受
け
て
保
証
金
を
供
託
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、

そ
の
保
証
金
の
額
が
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
七
項
に

規
定
す
る
額
に
満
た
な
い
も
の
の
保
証
金
の
額
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
証
金
の
額
に
つ
い
て
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
は
、
当
該
許
可
の
有
効

期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
引
き
続
い
て
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
新
規
則
第
二

十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
額
と
既
に
供
託
し
た
金
額
と
の
差
額
を
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に
許
可
料

を
納
付
し
て
い
な
い
も
の
及
び
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
の
申
請
を
行
い
、
こ
の
省
令

の
施
行
後
に
当
該
許
可
を
受
け
た
者
に
係
る
許
可
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
五
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込

み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安

定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定

所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
受
理
し
た
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
に
係
る
受
付
手
数
料
の
最
高
額
及

び
同
日
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
紹
介
手
数
料
の
最
高
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に
許

可
料
を
納
付
し
て
い
な
い
も
の
及
び
同
日
前
に
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
の
申
請
を
行
つ
た
者
で
あ
つ
て
同
日

以
後
に
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
に
係
る
許
可
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
二
月
八
日
労
働
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込

み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安

定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定

所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
六
月
二
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
及
び
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
そ
の

申
請
が
行
わ
れ
、
同
日
以
後
に
受
け
た
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
に
係
る
職
業
の
範
囲
、
申
請
手
続
及
び
変
更

許
可
事
項
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
受
理
し
た
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
に
係
る
受
付
手
数
料
の
最
高
額
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に

許
可
料
を
納
付
し
て
い
な
い
も
の
及
び
同
日
前
に
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
の
申
請
を
行
つ
た
者
で
あ
つ
て

同
日
以
後
に
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
に
係
る
許
可
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
二
月
一
二
日
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
六
月
二
七
日
労
働
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
三
月
二
四
日
労
働
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に
許

可
料
を
納
付
し
て
い
な
い
も
の
及
び
同
日
前
に
営
利
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
の
申
請
を
行
つ
た
者
で
あ
つ
て
同
日

以
後
に
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
に
係
る
許
可
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
九
月
一
二
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
一
〇
月
五
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
北
海
道
の
部
、
鹿
児
島
県
の
部

及
び
沖
縄
県
の
部
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
一
七
日
労
働
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
一
七
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
受
理
し
た
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
に
係
る
受
付
手
数
料
の
最
高
額
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
紹
介
手
数
料
の
最
高
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
労
働
者
供
給
事
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
の
当
該
許
可
の
有
効
期
間

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
六
日
労
働
省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
三
月
二
三
日
労
働
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
茨
城
県
の
部
及
び
岡
山

県
の
部
の
改
正
規
定
並
び
に
同
表
広
島
県
の
部
大
竹
の
項
の
改
正
規
定
中
「
（
佐
伯
郡
廿
日
市
町
）
」
を
「
（
廿
日

市
市
）
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
、
佐
伯
郡
」
を
「
、
廿
日
市
市
、
佐
伯
郡
」
に
改
め
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
同

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
鰺
ケ
沢
、
横
浜
、
追
浜
、
名
古
屋
東
、
広
島
、
三
次
、
可
部
、
大
竹
若
し
く
は
呉

東
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請

求
等
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の

規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く

は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
前
に
下
館
若
し
く
は
西
大
寺
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ

た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行

つ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ

の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に

対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
三
日
労
働
省
令
第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
八
日
労
働
省
令
第
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
受
理
し
た
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
に
係
る
受
付
手
数
料
の
最
高
額
及

び
同
日
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
紹
介
手
数
料
の
最
高
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
宮
城
県
の
部
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
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こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
四
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
二
月
一
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
一
九
日
労
働
省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
新
潟
県
の
部
及
び
熊
本
県
の
部
の

改
正
規
定
に
つ
い
て
は
同
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
、
同
表
茨
城
県
の
部
、
愛
知
県
の
部
、
労
働
職
業
紹
介
に
関
す

る
管
轄
区
域
の
特
例
の
部
及
び
事
務
取
扱
の
範
囲
の
部
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
同
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
塩
釜
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求

職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
塩
釜
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改

正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
仙
台
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
仙
台
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又

は
仙
台
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
前
に
名
古
屋
中
若
し
く
は
名
古
屋
港
労
働
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対

し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は

そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安

定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く

は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
七
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令
第
三
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
横
浜
港
労
働
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し

く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
横
浜
港
労
働
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た

処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
川
崎
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長

に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
川
崎
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し

て
行
わ
れ
、
又
は
川
崎
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
〇
月
二
一
日
労
働
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
十
一
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
一
八
日
労
働
省
令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
神
戸
港
労
働
若
し
く
は
門
司
港
労
働
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し

て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ

の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定

所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は

そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
九
月
二
八
日
労
働
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
八
日
労
働
省
令
第
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
神
奈
川
県
の
部
、
労
働
職
業
紹
介

に
関
す
る
管
轄
区
域
の
特
例
の
部
及
び
事
務
取
扱
の
範
囲
の
部
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
同
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
矢
板
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求

職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
矢
板
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改

正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
大
田
原
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
大
田
原
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ

れ
、
又
は
大
田
原
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
平
成
六
年
三
月
三
十
一
日
前
に
横
浜
港
労
働
若
し
く
は
厚
木
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行

わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長

が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又

は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の

長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
二
八
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
二
九
日
労
働
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
一
月
一
日
労
働
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
一
月
四
日
労
働
省
令
第
五
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
職
業
安
定
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
、
又
は
同
法
第
三
十
七
条
の
許
可
を
受
け
た
者
が
施
行
日
前
に
労
働
者
の
募
集
を
終
了
し
、
又
は
中
止

し
た
と
き
の
届
出
及
び
施
行
日
前
に
同
条
の
許
可
を
受
け
た
者
の
平
成
七
年
三
月
以
前
の
月
に
係
る
労
働
者
募
集

月
報
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
九
月
一
日
労
働
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
五
月
二
四
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
八
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
二
月
二
八
日
労
働
省
令
第
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
受
理
し
た
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
に
係
る
受
付
手
数
料
の
最
高
額
並

び
に
同
日
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
第
十
四
項
の
紹
介
手
数
料

の
最
高
額
及
び
徴
収
手
続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
京
都
府
の
部
の
改
正
規
定
に

つ
い
て
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
東
京
都
の
部
亀
戸
の
項
の
改

正
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
四
月
二
七
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
労
働
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
二
月
一
日
労
働
省
令
第
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
求
人
若
し
く
は
求
職
の

申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
処
分
等
は
、
改
正
後
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公

共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
京
都
府
の
部
及
び
兵
庫
県

の
部
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
一
月
一
七
日
労
働
省
令
第
四
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と

い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
た

者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
規
則
第
三
十
二
条
第
三
項
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
か
ら
職
業

安
定
法
施
行
規
則
及
び
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平

成
十
一
年
労
働
省
令
第
四
十
五
号
。
以
下
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安

定
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
許
可
の
有
効
期
間
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
を
受
け
た
許
可

の
有
効
期
間
の
う
ち
改
正
省
令
の
施
行
前
の
期
間
を
除
い
た
期
間
」
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
の

申
請
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
施
行
日
に
新
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

許
可
の
申
請
を
し
た
者
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
規
則
第
三
十
二
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
し
た
事
業
報
告
書
は
、
新
規
則
第

三
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働

基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い

う
。
）
又
は
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ

の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地
方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く

労
働
省
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以

後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又

は
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の
省

令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は

職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規

定
を
適
用
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
埼
玉
県
の
部
及
び
愛
知
県

の
部
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
別
表
第
一
埼
玉
県
の
部
の
改
正
規
定
の
施
行
の
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し
て
行
わ
れ

た
求
人
若
し
く
は
求
職
の
申
込
み
、
申
請
、
届
出
、
請
求
等
又
は
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た

処
分
等
は
、
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
が
他
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
そ
の
長

に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
に
対
し

て
行
わ
れ
、
又
は
当
該
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
そ
の
長
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
な
さ
れ
た
和
議
開
始
の
申
立
て
に
基
づ
き
こ
の
省
令
の
施
行
前
又
は
施
行
後
に
和
議
開

始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
決
定
を
受
け
、
和
議
認
可
の
決
定
の
確
定
の
な
い
会
社
が
発
行
し

た
社
債
券
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職

業
安
定
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
ホ
中
「
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
」
と
あ
る
の

は
「
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大

正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
又
は
民
事
再
生
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
和
議
法
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
　
平
成
一
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
中
央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
令
（
以
下
「
本
部
令
」
と
い
う
。
）
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
こ
の
本
部
令
の
効
力
）

第
二
条
　
こ
の
本
部
令
は
、
そ
の
施
行
の
日
に
、
中
央
省
庁
等
改
革
の
た
め
の
厚
生
労
働
省
組
織
関
係
命
令
の
整
備

に
関
す
る
命
令
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）
と
な
る
も
の
と
す
る
。

（
委
員
等
の
任
期
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
本
部
令
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
従
前
の
中
央
職
業
安
定
審
議
会
の
委
員
で
あ
る
者
の
任
期

は
、
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
に
満
了
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
八
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
施
行
規
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
二
十
六

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る

証
票
、
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第

五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
七
十
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
女
性
労
働
基
準
規
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
及
び
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
港
湾
労
働
法
施
行
規
則
第
四

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
は
、
当
分
の
間
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
基
準
法
施
行
規

則
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
施

行
規
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則

第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生

規
則
第
九
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
証
票
、
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第

百
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
女
性
労
働
基
準
規
則
第
四
条
の
規
定

に
よ
る
証
票
、
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働

者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
及
び
第
七
十
四
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
労
働
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
と
み
な
す
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
九
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
委
員
の
任
期
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
従
前
の
地
方
職
業
安
定
審
議
会
及
び
地
区
職
業
安
定
審
議
会
の
委

員
で
あ
る
者
の
任
期
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
に
満
了
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
附
則
第
五
条
の
規
定

は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
求
職
者
か
ら
の
手
数
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
又
は
同
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
対
す
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
三

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
許
可
の
申
請
又
は
届
出
は
、
募
集
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
労
働
局
長
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
五
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第

四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
の
期
間
に
係
る
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働

力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
委
託

募
集
に
関
す
る
省
令
第
四
条
若
し
く
は
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
労
働
者
募
集
報
告
又
は
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
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る
法
律
に
基
づ
く
委
託
募
集
等
に
関
す
る
省
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
林
業
労
働
者
募
集
報
告
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
申
請
書
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
対
策
法
及
び
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律

第
七
十
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
八
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
を
第
一
条
の
四
と
し
、
同
条
の
前
に
三
条
を
加

え
る
改
正
規
定
（
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
三
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
令
第
八
条
の
改
正
規
定
、
同
令

第
九
条
の
改
正
規
定
及
び
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
、
第
五
条
の
規
定
並
び
に
第
六
条
の
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
平
成
十
九
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
さ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業

安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
の
う
ち
、
施
行
日
以
後
に
就
業
を
開
始
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
新
規
学
卒
者
（
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
新
規
学
卒
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ

る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
し
て
、
新
規
則
第
十
七
条
の
四
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、

旧
規
則
第
三
十
五
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
取
り
消
し
、
又
は

撤
回
す
る
旨
の
内
容
が
、
当
該
取
消
し
又
は
撤
回
（
以
下
「
内
定
取
消
し
」
と
い
う
。
）
の
撤
回
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
措
置
を
講
じ
、
施
行
日
以
後
に
新
規
則
第
十
七
条
の
四
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
内
定
取
消
し
の
対
象
と
な
っ
た
新
規
学
卒
者
の
安
定
し
た
雇
用
が
確
保
さ
れ
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
事
項
で
、
施
行

日
前
に
そ
の
通
知
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
新
規
則
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通

知
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
そ
の
通
知
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
規
則
第
三
十
五

条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
旧
規
則
第
三
十
五
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
取
り
消
し
、
又
は
撤
回
す
る
旨
の
内
容
が
、
内
定
取
消
し
の
撤
回
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
を
講
じ
、
施
行
日
以
後
に
新
規
則
第
十
七
条
の
四
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
内
定
取
消
し
の
対
象
と
な
っ
た
新
規
学
卒
者
の
安
定
し
た
雇
用
が
確
保

さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申

請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
二
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
受
理
し
た
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
に
係
る
受
付
手
数
料
の
最
高

額
及
び
同
日
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
紹
介
手
数
料
の
最
高
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
に
定

め
る
様
式
に
よ
る
事
業
報
告
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
に
定
め
る
相
当
様
式
に

よ
る
事
業
報
告
書
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
事
業
報
告
書
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。
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３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ

の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様

式
に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申

請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業

安
定
法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
同
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次

項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に

よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
様
式
第
二
号
、
様
式
第
十

号
の
四
、
様
式
第
三
十
三
号
の
六
及
び
様
式
第
三
十
五
号
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
、
第
一

条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
一
条
の
十
一
及
び
第
百
一
条
の
十
一
の
二
の
三
の
改
正
規
定
、
第
百
一
条
の
十

一
の
二
の
三
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
様
式
第
三
十
三
号
の
五
及
び
様
式
第
三
十
三
号
の
五
の
二

の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
は
、

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
安
定
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二

条
中
「
三
月
」
と
あ
る
の
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
以
前
に
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

四
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
六
第
二
項
（
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
許
可
の
有
効
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
許
可
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）
が
満
了
す
る
者
に
あ
っ
て

は
「
三
十
日
」
と
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
同
法
第
三

十
二
条
の
六
第
二
項
に
許
可
有
効
期
間
が
満
了
す
る
者
に
あ
っ
て
は
「
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
ま
で
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
新
安
定
則
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
就
職
者
の
数
の
総
数
に
関
す
る
情
報
の

提
供
に
関
す
る
同
項
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
当
該
総
数
に
関
す
る
情
報
か
ら
適
用
す

る
こ
と
と
し
、
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
無
期
雇
用
就
職
者
の
数
の
総
数
に
関
す
る
情
報
の

提
供
に
関
す
る
同
項
の
規
定
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
度
の
当
該
総
数
に
関
す
る
情
報
か
ら
適

用
す
る
。

３
　
新
安
定
則
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
総
数
に
関
す
る
同
項
及
び
同
条
第

四
項
の
規
定
、
同
条
第
五
項
並
び
に
第
六
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
度
の
当
該
総
数
に
関
す
る
情
報
か
ら
適
用

す
る
。

４
　
新
安
定
則
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
職
業
安
定
法
第
四
十
五
条
の
許
可
を
受
け
る
者
に

つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
当
該
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定

法
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
法
第
三
十
二
条
の
十
六
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
及
び
法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
事
業
報
告
書
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
職
業
紹
介
事
業
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
旧
様
式
の
有
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書

（
様
式
第
八
号
）
若
し
く
は
無
料
職
業
紹
介
事
業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
又
は
特
別
の
法
人
無
料
職
業
紹
介
事

業
報
告
書
（
様
式
第
八
号
の
二
）
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
一
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
厚
生
労
働
省
組
織
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
五

号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
七
月
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
四
号
）
附
則
第
一

条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い

う
。
）
第
四
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
求
人
者
（
職
業
安
定
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
二

号
）
第
一
条
第
一
号
、
第
二
号
（
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
五
条
の
三
第
一
項

（
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
項
及
び
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
号
、

第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
者
に
限
る
。
）
が
公
共
職
業
安
定
所
に
対

し
て
学
校
卒
業
見
込
者
等
求
人
（
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
九
十
八

号
）
第
十
一
条
に
規
定
す
る
学
校
卒
業
見
込
者
等
求
人
を
い
う
。
）
の
申
込
み
を
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
以
後
に
職
業
安
定
法
施
行
令
第
一
条
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
（
求
人
者
が
新
規
則
第
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る

場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違

反
す
る
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
こ
の

省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
し
た
場
合
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則

に
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ

る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
三
十
条

の
四
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
受
理
し
た
求
人
の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
に
係
る
受
付
手
数
料
の
最
高
額
及

び
同
日
前
に
し
た
職
業
紹
介
に
係
る
紹
介
手
数
料
の
最
高
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
二
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日
（
令
和
二
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
五
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
附
則
第
五
項
及

び
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
三
項

の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
〇
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
〇
月
二
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
安
定
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
八
第

三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
無
期
雇
用
就
職
者
の
数
の
総
数
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
同
項
及
び
同
条
第
四

項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
度
の
当
該
総
数
に
関
す
る
情
報
の
提
供
か
ら
適
用
す
る
。

３
　
新
安
定
則
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
数
の
総
数
に
関
す
る
情
報
に
関
す
る
同
項

か
ら
同
条
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
度
の
当
該
総
数
に
関
す
る
情
報
か
ら
適
用
す
る
。

別
表
（
第
二
十
条
関
係
）

種
類

手
数
料
の
最
高
額

徴
収
方
法

受
付

手

数
料

求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
た
場
合
は
、
一
件
に

つ
き
七
百
十
円
（
免
税
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、

六
百
六
十
円
）

求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
た
時
以
降
求
人
者
か
ら
徴
収
す

る
。

紹

介
手

数
料

一
　
支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の
百
分
の
十
一
（
免

税
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
十
・
三
）
に

相
当
す
る
額
（
次
号
及
び
第
三
号
の
場
合
を
除

く
。
）

二
　
同
一
の
者
に
引
き
続
き
六
箇
月
を
超
え
て

雇
用
さ
れ
た
場
合
（
次
号
の
場
合
を
除
く
。
）
に

あ
つ
て
は
、
六
箇
月
間
の
雇
用
に
係
る
賃
金
に

つ
い
て
支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の
百
分
の
十
一

（
免
税
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
十
・
三
）

に
相
当
す
る
額

三
　
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契
約
に
基
づ
き

同
一
の
者
に
引
き
続
き
六
箇
月
を
超
え
て
雇
用

さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
箇
月
間
の
雇
用

に
係
る
賃
金
に
つ
い
て
支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の

百
分
の
十
一
（
免
税
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
百

分
の
十
・
三
）
に
相
当
す
る
額
又
は
当
該
支
払

わ
れ
た
賃
金
か
ら
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及

び
三
箇
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
を
除
い
た
額
の
百
分
の
十
四
・
八
（
免
税

徴
収
の
基
礎
と
な
る
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
日
（
手
数
料
を

支
払
う
者
に
対
し
、
雇
用
関
係
が
成
立
し
な
か
つ
た
場
合

に
お
け
る
手
数
料
に
係
る
必
要
な
精
算
の
措
置
及
び
雇
用

関
係
が
成
立
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
雇
用
関
係
が
成
立

し
た
時
以
降
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
手
数
料
に
係
る
必

要
な
精
算
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
約
し
て
徴
収
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
求
人
の
申
込
み
又
は
関
係
雇
用
主
が
雇

用
し
て
お
り
、
若
し
く
は
雇
用
し
て
い
た
者
の
求
職
の
申

込
み
を
受
理
し
た
時
）
以
降
求
人
者
又
は
関
係
雇
用
主
か

ら
徴
収
す
る
。
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事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
十
三
・
九
）
に

相
当
す
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
額

第
二

種

特
別

加

入
保

険

料
に

充

て
る

べ

き
手

数

料

支
払
わ
れ
た
賃
金
額
の
千
分
の
五
・
五
に
相
当

す
る
額

徴
収
の
基
礎
と
な
る
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
日
以
降
求
人
者

か
ら
徴
収
す
る
。

備
考

一
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
関
係
雇
用
主
」
と
は
、
求
職
者
の
再
就
職
を
援
助
し
よ
う
と
す
る
当
該
求
職
者
の
雇
用
主

又
は
雇
用
主
で
あ
つ
た
者
を
い
う
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
手
数
料
」
と
は
、
求
人
者
か
ら
徴
収
す
る
手
数
料
及
び
関
係
雇
用
主
か
ら
徴
収
す
る
手
数

料
の
合
計
額
を
い
う
。

三
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
免
税
事
業
者
」
と
は
、
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
九
条
第
一
項
本

文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
い
う
。

様
式
第
１
号
（
第
１
面
）

様式第1号(第1面) 

(日本産業規格A列4) 

有 料・無 料 

職 業 紹 介 事 業 許 可 申 請 書 

職業紹介事業許可有効期間更新申請書 

①  年  月  日  

  厚生労働大臣    殿 

 
(ふりがな)             

②申請者 氏 名              
 

 1．職業安定法第30条第1項の規定により下記のとおり許可の申請をします。 

 2．職業安定法第33条第1項の規定により下記のとおり許可の申請をします。 

 3．職業安定法第32条の6第2項の規定により下記のとおり更新申請をします。 

 4．職業安定法第33条第4項において準用する同法第32条の6第2項の規定により下記の

とおり更新申請をします。 

記 

  ③許 可 番 号 (        )      

(ふりがな) 

④氏名又は名称 

  

  

(ふりがな) 

⑤所 在 地 

〒□□□―□□□□  電話   (   ) 

  

  

  

  

(ふりがな) 

⑥代表者氏名等 

氏 名 住 所 

    

    

(ふりがな) 

⑦役 員

氏 名 等

(法 人 の み) 

氏 名 住 所 

    

    

    

    

    

    

  

    
収入印紙 

消印しては

な ら な い 

    

  
 

様
式
第
１
号
（
第
２
面
）

様式第1号(第2面) 

  

  

⑧ 
兼 業

の種類・内容 

1．       2．       3．        

 

4．       5．       6．        

  

 職業紹介事業を行う事業所に関する事項 

  ⑨事 業 所   

 名 称  所 在 地 

    

⑩職 業 紹 介 責 任 者 氏 名 等 ⑪担当者職・氏名・電話番号 

氏 名 住 所 

(  )  ―     

  

  ⑨事 業 所   

 名 称  所 在 地 

    

⑩職 業 紹 介 責 任 者 氏 名 等 ⑪担当者職・氏名・電話番号 

氏 名 住 所 

(  )  ―     

 ⑫取次機関 

  
  (ふりがな) 

イ 名 称 

    

  

  (ふりがな) 

ロ 住 所 

  

  

  

  

ハ 事 業 内 容 
 

  

  
 
 申請者(法人にあっては役員を含む。)(申請者が未成年の場合、その法定代理人をいう。)
については、職業安定法第32条各号(第3号、第10号及び第11号を除く。)のいずれにも該当
しないこと並びに申請者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行う
ことができないおそれがある者である場合には該当する全ての者の精神の機能の障害に関
する医師の診断書が添付されていることを誓約します。 
 また、同法第32条の14の規定により選任する職業紹介責任者については、同法第32条第1
号、第2号及び第4号から第9号までのいずれにも該当しないこと、未成年者に該当しないこ
と、職業安定法施行規則第24条の6第2項第1号に規定する基準に適合すること並びに職業紹
介責任者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行うことができない
おそれがある者である場合には該当する全ての者の精神の機能の障害に関する医師の診断
書が添付されていることを誓約します。 
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様
式
第
１
号
（
第
３
面
）

様式第1号(第3面) 

 

 記載要領 

  1 職業紹介事業許可申請書の記載方法 

   (1) 有料の職業紹介事業の許可を申請する場合には、表題中「・無料」及び「職業

紹介事業許可有効期間更新申請書」の文字を抹消し、並びに2、3及び4の全文を抹

消すること。 

   (2) 無料の職業紹介事業の許可を申請する場合には、表題中「有料・」及び「職業

紹介事業許可有効期間更新申請書」の文字を抹消し、並びに1、3及び4の全文を抹

消すること。 

  2 職業紹介事業許可有効期間更新申請書の記載方法 

   (1) 有料の職業紹介事業の許可の有効期間の更新を申請する場合には、表題中「・

無料」及び「職業紹介事業許可申請書」の文字を抹消し、並びに1、2及び4の全文

を抹消すること。 

   (2) 無料の職業紹介事業の許可の有効期間の更新を申請する場合には、表題中「有

料・」及び「職業紹介事業許可申請書」の文字を抹消し、並びに1、2及び3の全文

を抹消すること。 

  3 ①欄には、申請書を管轄都道府県労働局に提出する年月日を記載すること。 

  4 ②欄には、申請者の氏名(法人又は団体にあってはその名称及び代表者の氏名)を記

載すること。 

  5 ③欄には、有効期間の更新申請の場合のみ、( )に許可の有効期間の末日を記載す

ること。 

  6 ④欄には、氏名(個人)又は名称(法人又は団体における名称)を記載すること。 

  7 ⑤欄には、事業主の所在地(法人にあっては主たる事務所の所在地)を記載するこ

と。 

  8 ⑧欄には、他に行っている事業の種類及び内容を記載すること。 

  9 ⑨欄には、職業紹介事業を行う事業所を全て記載すること。所定の欄に記載し得な

いときは別紙に記載して添付すること。 

  10 ⑪欄には、それぞれの事業所における担当者職・氏名・電話番号を記載すること。 

  11 ⑫欄には、取次機関を利用する場合のみ、記載すること。 

様
式
第
１
号
の
２
（
第
１
面
）

様式第1号の2(第1面) 
(日本産業規格A列4) 

  
※届 出 受 理 番 号   

※届出受理年月日 年  月  日  

特別の法人無料職業紹介事業届出書 
年  月  日 

  厚生労働大臣  殿 
届 出 者            

  職業安定法第33条の3第1項の規定により下記のとおり届け出ます。 
記 

  (ふりがな) 

1 名 称 

  

  

  (ふりがな) 

2 所 在 地 

〒□□□―□□□□     電話   (   ) 

  

  

  

  

3 その役員の氏名、役名及び住所 

氏名(ふりがな) 役 名 住 所 

代
表
者 

  
  

〒(     ) 

(   )   ―      

  
  

〒(     ) 

(   )   ―      

  
  

〒(     ) 

(   )   ―      

  
  

〒(     ) 

(   )   ―      

  
  

〒(     ) 

(   )   ―      

  
  

〒(     ) 

(   )   ―      

  
  

〒(     ) 

(   )   ―      

4 職業紹介事業を行う事業所に関する事項 

事 業 所 

名 称 所 在 地 

    

職 業 紹介 責任 者 担当者職・氏名・電話番号 

氏 名 住 所 

(  )  ―   
    

※ 
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様
式
第
１
号
の
２
（
第
２
面
）

様式第1号の2(第2面) 

 

5 事業開始予定年月日    年   月   日 

6 構成員の範囲等   

7 取次機関   

(ふりがな) 

 イ 名 称 

  

  

(ふりがな) 

 ロ 住 所 

  

  

  

  

 

 ハ 事業内容 
  

8 備 考   

 届出者(法人にあっては役員を含む。)(届出者が未成年の場合、その法定代理人をいう。)

については、職業安定法第33条の3第2項において準用する同法第32条各号(第3号、第10号

及び第11号を除く。)のいずれにも該当しないこと並びに届出者が精神の機能の障害により

認知、判断又は意思疎通を適切に行うことができないおそれがある者である場合には該当

する全ての者の精神の機能の障害に関する医師の診断書が添付されていることを誓約しま

す。 

 また、同法第32条の14の規定により選任する職業紹介責任者については、職業紹介責任

者が同法第32条第1号、第2号及び第4号から第9号までのいずれにも該当しないこと、未成

年者に該当しないこと、職業安定法施行規則第24条の6第2項第1号に規定する基準に適合す

ること並びに職業紹介責任者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に

行うことができないおそれがある者である場合には該当する全ての者の精神の機能の障害

に関する医師の診断書が添付されていることを誓約します。 

様
式
第
１
号
の
２
（
第
３
面
）

様式第1号の2(第3面) 

 記載要領 

  1 ※欄には、記載しないこと。 

  2 届出者欄には、名称及び代表者の氏名を記載すること。 

  3 4欄には、職業紹介を行う事業所を記載すること。所定の欄に記載し得ないときは

別紙に記載して添付すること。 

  4 6欄には、求人者(当該法人の直接若しくは間接の構成員又は構成員以外の者を別

に)の範囲及び数を、及び求職者(当該法人の構成員若しくは構成員に雇用されている

者又はこれらの者以外の者を別に)の範囲及び数についてをそれぞれ記載すること。 

  5 7欄の取次機関は、国外にわたる職業紹介事業を取次機関を利用して行う場合のみ

イからハまでに掲げる事項を記載すること。 
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様
式
第
２
号
（
表
面
）

様式第2号(表面) 

(日本産業規格A列4) 

有 料 職 業 紹 介 事 業 計 画 書 

無 料 職 業 紹 介 事 業 計 画 書 

特別の法人無料職業紹介事業計画書 

 1 許可・届出番号 

 

 2 事業所名 

 

 

 3 職業紹介計画(年間)(国内) 

① 区 分 ② 有効求職者見込数 

  
人 

  職業紹介計画(年間)(国外にわたる職業紹介を行おうとするときは国外分を記載) 

  
③ 区 分 ④相手国名 

⑤有効求職者見込数 

(人) 

  

      

 4 職業紹介の業務に従事する者の数 

人 

 

 5 資産等の状況 

  価 格 摘 要 

資

産 

現金・預金     

土地・建物   

そ の 他   

計 
  

負
債 

計 
    

 

様
式
第
２
号
（
裏
面
）

様式第2号(裏面) 

 

 記載要領 

  1 ①有料の職業紹介事業の許可を申請する場合及び有料の職業紹介事業を行う者が

事業所の新設に係る変更の届出をする場合には、表題中「無料職業紹介事業計画書」

及び「特別の法人無料職業紹介事業計画書」の文字を抹消すること。 

   ②無料の職業紹介事業の許可を申請する場合及び無料の職業紹介事業を行う者が

事業所の新設に係る変更の届出をする場合には、表題中「有料職業紹介事業計画書」

及び「特別の法人無料職業紹介事業計画書」の文字を抹消すること。 

   ③特別の法人が届け出て無料職業紹介事業を行う場合及び事業所の新設に係る変

更の届出をする場合には、表題中「有料職業紹介事業計画書」及び「無料職業紹介事

業計画書」の文字を抹消すること。 

  2 職業紹介事業を行う全ての事業所ごとに記載すること。 

  3 1欄には、有料・無料職業紹介事業の有効期間の更新申請の場合及び有料・無料・

特別の法人無料職業紹介事業者が事業所の新設に係る変更の届出をする場合に記載

すること。 

  4 3の①及び③欄には、職業安定法第32条の12(同法第33条第4項及び第33条の3第2項

において準用する場合を含む。)に規定する取扱職種の範囲等を定めた場合のみ、そ

の範囲を記載すること。 

  5 3の②及び⑤欄には、新規申請時には当該事業所に係る当該年度の3月末における有

効求職者の見込数を、更新申請時には直近年度の職業紹介事業報告に記載された有効

求職者数を記載すること。 

  6 5欄には、個人事業の場合のみ、直前の納税期末日における全ての資産等の状況に

ついて記載すること。 
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様
式
第
３
号
（
表
面
）

様式第3号(表面) 

(日本産業規格A列4) 

届出制手数料届出書 

届出制手数料変更届出書 

①  年  月  日  

  厚 生 労 働 大 臣  殿 

(ふりがな)            

②届出者 氏 名             

 

 職業安定法第32条の3第1項第2号の規定により下記の届出制手数料に係る届出をしま

す。 

 

記 

  
③許 可 番 号 

    

(ふりがな) 

④氏 名 又 は 名 称 

  

  

(ふりがな) 

⑤所 在 地 

〒□□□―□□□□  電話   (   ) 

  

  

  

  

⑥適用開始・変更予定日 年  月  日     

⑦届出・変更届出内容 

  

⑧備 考 

  

  

 

様
式
第
３
号
（
裏
面
）

様式第3号(裏面) 

 

 記載要領 

  1 届出制手数料の届出をする場合には、表題中の「届出制手数料変更届出書」の文字

を抹消すること。また、届出制手数料の変更の届出をする場合は、表題中の「届出制

手数料届出書」の文字を抹消すること。 

  2 ①欄には、届出書を管轄都道府県労働局に提出する年月日を記載すること。 

  3 ②欄には、届出者の氏名(法人又は団体にあつてはその名称及び代表者の氏名)を記

載すること。 

  4 ③欄は、有料職業紹介事業許可申請書と併せて提出する場合には、空欄とすること。 

  5 ⑤欄には、届出者の住所(法人又は団体にあつては主たる事務所の所在地)を記載す

ること。 

  6 ⑥欄には、職業安定法第32条の3第1項第2号に掲げる手数料を適用又は変更する年

月日を記入すること。 

  7 ⑦欄の届出・変更届出内容については、別に料金表(様式例第3号参照)に記載して

添付してもよいこと。 

    なお、複数の事業所でそれぞれ異なる手数料表に基づき徴収する場合は事業所毎

に別紙により添付すること。 

  8 複数の事業所で同一の手数料表に基づき徴収する場合は、⑧備考欄に同一の手数料

表の事業所名を記載すれば足りる。 

  9 ⑧備考欄には担当者職・氏名及び連絡先を記載すること。 
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様
式
第
４
号様式第4号 

(日本産業規格A列4) 

届出制手数料変更命令通知書 

(氏 名)          殿   

 令和   年   月   日付け届出のあった職業安定法第32条の3第1項第2号の手

数料について、同条第4項の規定に基づき下記の理由により変更を命じます。 

  令和  年  月  日 

       都道府県労働局長                   印 

記 

  許 可 番 号     

事 業 所 名 称   

変 更 内 容   

期 限   

変 更 理 由   

  なお、この処分に不服のあるときは、行政不服審査法(平成26年法律第68号)の規定に

より、処分のあったことを知った日の翌日から起算して3箇月以内(ただし、処分のあっ

た日の翌日から起算して1年以内)に厚生労働大臣に対し、審査請求をすることができる。 

  また、処分の取消しの訴えは、行政事件訴訟法(昭和37年法律第139号)の規定により、

この処分のあったことを知った日の翌日から起算して6箇月以内(ただし、処分のあった

日の翌日から起算して1年以内)に、国を被告(代表者は法務大臣)として提起することが

できる。ただし、審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対

する裁決があったことを知った日の翌日から6箇月以内(ただし、裁決のあった日の翌日

から起算して1年以内)に提起することができる。 

 

様
式
第
５
号様式第5号 

(日本産業規格A列4)   

許 可 番 号           

許可年月日  年  月  日  

 

有料・無料職業紹介事業許可証 

 

 

(氏名又は名称)             

(所 在 地)             

 

 上記の者は、職業安定法第  条第 項の許可を受けて、下記のとおり有料・無料職業

紹介事業を行う者であることを証明する。 

 

   令和  年  月  日 

 

厚生労働大臣          (氏名)          印  

 

 

 

 

記 

 

 

 

 1 取扱職種の範囲等 

 

 

                                       

 

 

      名 称 

 2 事業所の 

      所在地 

                                       

 

 

 3 許可の有効期間   令和 年 月 日から令和 年 月 日までとする。 
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様
式
第
６
号
（
第
１
面
）

様式第6号(第1面) 
(日本産業規格A列4)   

有 料 ・ 無 料 

職 業 紹 介 事 業 許 可 証 再 交 付 申 請 書 

職 業 紹 介 事 業 変 更 届 出 書 

職業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業紹介事業許可証書換申請書 

有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職種範囲等届出書 

特 別 の 法 人 無 料 職 業 紹 介 事 業 変 更 届 出 書 

 

①  年  月  日   

  厚 生 労 働 大 臣  殿 

(ふりがな)            

②申請・届出者 氏 名             

 

1．職業安定法第32条の4第3項の規定により下記のとおり再交付を申請します。 

2．職業安定法第33条第4項において準用する法第32条の4第3項の規定により下記のとおり再交

付を申請します。 

3．職業安定法第32条の7第1項の規定により下記のとおり変更を届け出ます。 

4．職業安定法第33条第4項において準用する法第32条の7第1項の規定により下記のとおり変更

を届け出ます。 

5．職業安定法第32条の7第4項の規定により下記のとおり変更届け出及び書換申請をします。 

6．職業安定法第33条第4項において準用する法第32条の7第4項の規定により下記のとおり変更

届け出及び書換申請をします。 

7．職業安定法第33条第4項において準用する・第33条の3第2項において準用する第32条の12第1

項の規定により、下記のとおり取扱職種の範囲等を定めたので届け出ます。 

8．職業安定法第33条の3第2項において準用する法第32条の7第1項の規定により下記のとおり変

更を届け出ます。 

記 

  ③許 可 ・ 届 出 番 号     

(ふりがな) 

④氏 名 又 は 名 称 

  
  

(ふりがな) 

⑤所 在 地 

〒□□□―□□□□       電話  (  ) 

  
  

  
  

⑥事業所 

(ふりがな) 

名 称 

  
  

(ふりがな) 

所 在 地 

  
  

  

 

様
式
第
６
号
（
第
２
面
）

様式第6号(第2面) 

  

  ⑦変 更 事 項     

⑧変 更 前 
  

⑨変 更 後 
  

⑩取 扱 職 種 の

範 囲 等 

  

⑪変 更 (廃 止 )

年 月 日 

  

⑫職業紹介責任者 

氏 名 住 所 

    

⑬変更(廃止)理由

再 交 付 理 由 

  

⑭備 考 

  

 届出者(法人にあっては役員を含む。)(届出者が未成年の場合、その法定代理人をいう。)

については、職業安定法第33条の3第2項において準用する同法第32条各号(第3号、第10

号及び第11号を除く。)のいずれにも該当しないこと並びに届出者が精神の機能の障害に

より認知、判断又は意思疎通を適切に行うことができないおそれがある者である場合には

該当する全ての者の精神の機能の障害に関する医師の診断書が添付されていることを誓

約します。 

 また、同法第32条の14の規定により選任する職業紹介責任者については、職業紹介責任

者が同法第32条第1号、第2号及び第4号から第9号までのいずれにも該当しないこと、未成

年者に該当しないこと、職業安定法施行規則第24条の6第2項第1号に規定する基準に適合

すること並びに職業紹介責任者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切

に行うことができないおそれがある者である場合には該当する全ての者の精神の機能の

障害に関する医師の診断書が添付されていることを誓約します。 
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様
式
第
６
号
（
第
３
面
）

様式第6号(第3面) 

 

 記載要領 

  1 有料・無料職業紹介事業許可証再交付申請書の記載方法 

  (1) 有料職業紹介事業許可証の再交付を申請する場合には、表題中「・無料」、「職

業紹介事業変更届出書」、「職業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業紹介事業

許可証書換申請書」、「有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職種範囲等

届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、並びに2以下

の全文を抹消すること。 

  (2) 無料職業紹介事業許可証の再交付を申請する場合には、表題中「有料・」、「職

業紹介事業変更届出書」、「職業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業紹介事業

許可証書換申請書」、「有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職種範囲等

届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、並びに1及び

3以下の全文を抹消すること。 

  2 有料・無料職業紹介事業変更届出書の記載方法(14の場合を除く。) 

  (1) 有料の職業紹介事業に係る変更の届出をする場合には、表題中「・無料」、「職

業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業

紹介事業許可証書換申請書」、「有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職

種範囲等届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、並

びに1、2及び4以下の全文を抹消すること。 

  (2) 無料の職業紹介事業に係る変更の届出をする場合には、表題中「有料・」、「職

業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業

紹介事業許可証書換申請書」、「有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職

種範囲等届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、並

びに1から3まで及び5以下の全文を抹消すること。 

  3 有料・無料職業紹介事業変更届及び有料・無料職業紹介事業許可証書換申請書の記

載方法 

  (1) 有料職業紹介事業に係る変更の届出をするとともに許可証の書換えを申請する

場合には、表題中「・無料」、「職業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事

業変更届出書」、「・無料」、「有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職種

範囲等届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、並び

に1から4まで及び6以下の全文を抹消すること。 

  (2) 無料職業紹介事業に係る変更の届出をするとともに許可証の書換えを申請する

場合には、表題中「有料・」、「職業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事

業変更届出書」、「有料・」、「有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職種

範囲等届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、並び

に1から5まで及び7以下の全文を抹消すること。 

  (3) 許可証の書換えを申請する場合は、⑥欄に変更する事項が該当する職業紹介事

業を行う全ての事業所の名称及び所在地を記載することとし、⑦欄に変更する事

項を記載すること。所定の欄に記載し得ないときは別紙に記載して添付すること。 

様
式
第
６
号
（
第
４
面
）

様式第6号(第4面) 

  4 有料・無料・特別の法人無料職業紹介事業取扱職種範囲等届出書の記載方法 

   (1) 有料職業紹介事業の取扱職種の範囲等を定め、届出をする場合には、表題中「有

料・無料」、「職業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事業変更届出書」、「職

業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業紹介事業許可証書換申請書」、「・無料・

特別の法人無料」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、並

びに1から6まで及び8の全文並びに7の「第33条第4項において準用する・第33条の

3第2項において準用する」を抹消すること。 

   (2) 無料職業紹介事業の取扱職種の範囲等を定め、届出をする場合には、表題中「有

料・無料」、「職業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事業変更届出書」、「職

業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業紹介事業許可証書換申請書」、「有料・」、

「・特別の法人無料」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、

並びに1から6まで及び8の全文並びに7の「・第33条の3第2項において準用する」

を抹消すること。 

   (3) 特別の法人無料職業紹介事業の取扱職種の範囲等を定め、届出をする場合には

表題中「有料・無料」、「職業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事業変更

届出書」、「職業紹介事業変更届出書及び有料・無料職業紹介事業許可証書換申請

書」、「有料・無料・」及び「特別の法人無料職業紹介事業変更届出書」を抹消し、

並びに1から6まで及び8の全文並びに7の「第33条第4項において準用する・」を抹

消すること。 

   (4) ⑩欄には、職業紹介事業を行う事業所ごとに取扱職種の範囲等の内容を記載す

ること。記載し得ない場合は別紙に記載して添付すること。 

    (例) 職業 

     (イ) 事務的職業、会社・団体の役員、飲食物調理の職業、林業の職業など 

    (例) 地域 

     (ロ) 国内、大阪府、中部地方など 

    (例) 賃金 

     (ハ) 時給1,000円以上の求人、月給30万円以上の求人など 

    (例) その他 

     (ニ) 紹介予定派遣に関するもの、母子家庭の母等、中高年齢者、障害者、合

法的に在留する外国人、本校所定の課程を修了した者など 

   (5) 取扱職種の範囲等の変更については「取扱職種等の範囲等」の欄に変更後のも

のを記載することとし、変更前の取扱職種の範囲等を⑧変更前の欄にも記載する

こと。 
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様
式
第
６
号
（
第
５
面
）

様式第6号(第5面) 

  5 特別の法人無料職業紹介事業変更届出書の記載方法 

    特別の法人が無料職業紹介事業を行う事業所の新設を届け出て行う場合は、表題中「有

料・無料」、「職業紹介事業許可証再交付申請書」、「職業紹介事業変更届出書」、「職業紹介

事業変更届出書及び有料・無料職業紹介事業許可証書換申請書」及び「有料・無料・特別

の法人無料職業紹介事業取扱職種範囲等届出書」を抹消し、並びに1から7までの全文を抹

消すること。 

  6 ①欄には、申請書又は届出書を管轄都道府県労働局に提出する年月日を記載すること。 

  7 ②欄には、申請者又は届出者の氏名(法人又は団体にあっては、その名称及び代表者の氏

名)を記載すること。 

  8 ③欄には、許可・届出の際に付与された許可・届出番号を記載すること。 

  9 ④欄には、氏名(個人)又は名称(法人又は団体における名称)を記載すること。 

  10 ⑤欄には、事業所の所在地(法人にあっては主たる事務所の所在地)を記載すること。 

  11 ⑪欄には、変更(廃止)事項について、変更(廃止)した年月日を記載すること。 

  12 なお書きは、代表者又は職業紹介責任者の変更届出以外の場合は抹消すること。 

    また、代表者又は職業紹介責任者の変更届出においてそれぞれ変更のないものに係る部

分について抹消すること。 

  13 ⑭備考欄には、担当者職、氏名及び連絡先を記載すること。 

  14 職業紹介を行う事業所の新設又は廃止の場合における職業紹介事業変更届出書における

記載方法 

    新たに職業紹介事業を行う事業所の新設を届け出て行う場合、又は、職業紹介事業を行

う事業所を廃止する場合は、⑦欄には事業所の「設置」又は「廃止」を記載することとし、

該当する全ての事業所の名称及び所在地を⑥欄に記載すること。所定の欄に記載し得ない

ときは別紙に記載して添付すること。 

    ⑪欄に事業を開始する(又は廃止した)年月日を記載すること。⑫欄には、職業紹介事業

所を設置する場合について、該当する事業所における職業紹介責任者の氏名及び住所を記

載すること。⑬欄には、事業を廃止した理由を具体的に記載すること。 

様
式
第
６
号
の
２

様式第6号の2 

(日本産業規格A列4) 

取扱職種範囲等変更命令通知書 

(氏 名)          殿   

 令和   年   月   日付け届出のあった職業安定法第32条の12第1項(同法第

33条第4項及び第33条の3第2項において準用する場合を含む。)の取扱職種の範囲等につい

て、同法第32条の12第3項(同法第33条第4項及び第33条の3第2項において準用する場合を

含む。)の規定に基づき下記の理由により変更することを命じます。 

  令和  年  月  日 

       都道府県労働局長                   印 

記 

  許可・届出番号     

氏名又は名称   

事 業 所 名 称   

変 更 内 容   

期 限   

変 更 理 由   

 なお、この処分に不服のあるときは、行政不服審査法(平成26年法律第68号)の規定によ

り、処分のあったことを知った日の翌日から起算して3箇月以内(ただし、処分のあった日

の翌日から起算して1年以内)に厚生労働大臣に対し、審査請求をすることができる。 

 また、処分の取消しの訴えは、行政事件訴訟法(昭和37年法律第139号)の規定により、

この処分のあったことを知った日の翌日から起算して6箇月以内(ただし、処分のあった日

の翌日から起算して1年以内)に、国を被告(代表者は法務大臣)として提起することができ

る。ただし、審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁

決があったことを知った日の翌日から6箇月以内(ただし、裁決のあった日の翌日から起算

して1年以内)に提起することができる。 
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様
式
第
７
号
（
表
面
）

様式第7号(表面) 

(日本産業規格A列4) 

 

有 料 職 業 紹 介 事 業 廃 止 届 出 書 

無 料 職 業 紹 介 事 業 廃 止 届 出 書 

特別の法人無料職業紹介事業廃止届出書 

①   年  月  日  

 都道府県労働局長  殿 

② 届出者 

(ふりがな)              

住 所               

(ふりがな)              

氏 名               

1 下記のとおり有料職業紹介事業を廃止したので、職業安定法第32条の8第1項の規定に

より届出をします。 

2 下記のとおり無料職業紹介事業を廃止したので、職業安定法第33条第4項において準用

する同法第32条の8第1項の規定により届出をします。 

3 下記のとおり特別の法人無料職業紹介事業を廃止したので、職業安定法第33条の3第2

項において準用する同法第32条の8第1項の規定により届出をします。 

 

記 

  

③ 許可・届出番号   

  

④事業所 

名 称 所 在 地 

  
〒(  ―  ) 

(  )  ―    

  
〒(  ―  ) 

(  )  ―    

  
〒(  ―  ) 

(  )  ―    

⑤廃止年月日 
年  月  日     

⑥廃止理由   

⑦備 考   

  

 

様
式
第
７
号
（
裏
面
）

様式第7号(裏面) 

 

 記載要領 

  1 ①有料職業紹介事業廃止届出書を提出する場合には、表題中「無料職業紹介事業廃

止届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業廃止届出書」の文字並びに2及び3を抹

消すること。 

   ②無料職業紹介事業廃止届出書を提出する場合には、表題中「有料職業紹介事業廃

止届出書」及び「特別の法人無料職業紹介事業廃止届出書」の文字並びに1及び3を抹

消すること。 

   ③特別の法人無料職業紹介事業廃止届出書を提出する場合には、表題中「有料職業

紹介事業廃止届出書」及び「無料職業紹介事業廃止届出書」の文字並びに1及び2を抹

消すること。 

  2 ①には、届出書を管轄都道府県労働局に提出する年月日を記載すること。 

  3 ②には、届出者の住所(法人又は団体の場合は、本店又は主たる事務所の所在地)

及び氏名(法人又は団体の場合は、その名称及び代表者の氏名)を記載すること。 

  4 ③欄には、許可・届出の際に付与された許可・届出番号を記載すること。 

  5 ④欄には、職業紹介事業を廃止する全ての事業所の名称及び所在地を記載するこ

と。所定の欄に記載し得ないときは別紙にて添付すること。 

  6 ⑤欄には、職業紹介事業を廃止した年月日を記載すること。 

  7 ⑥欄には、事業を廃止した理由を具体的に記載すること。 

  8 ⑦欄には、担当者職・氏名及び連絡先を記載すること。 
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様
式
第
８
号
（
第
１
面
）

様式第8号(第1面) 

(日本産業規格A列4) 

有料職業紹介事業報告書 

無料職業紹介事業報告書 

1許可番号                

2事業所の名称及び所在地 

  (名称)                                                

  (所在地)                                               

3紹介予定派遣            実績の有無      

4活動状況(国内) 

項目  

 

取扱 

業務等の区分 

① 求 人 ② 求 職 

有 効

求人数 

求 人 数 
有効求

職者数 

新規求職

申込件数 
常 用

求人数 

臨時求

人延数 

日雇求

人延数 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

  人 人 人日 人日 人 件 

計 人 人 人日 人日 人 件 

 

項目  

 

取扱 

業務等の区分 

③ 就 職 ④ 離 職 

  常 用

就職件数 
臨 時

就職延数 

日 雇

就職延数 

無期雇用 

(6ヶ月以内／解雇除く) 

無期雇用 それ以外 離 職 不 明 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

  件 件 人日 人日 人 人 

計 件 件 人日 人日 人 人 

 

5活動状況(国外)(相手国別・総計) 

項目  

 

取扱 

業務等の区分 

相手国 

⑤ 求 人 ⑥ 求 職 ⑦ 就 職 ⑧ 離 職 

有 効

求人数 
求人数 

有効求

職者数 

新規求職

申込件数 

無期雇用

就職件数 

それ以外の

就職件数 

無期雇用 

(6ヶ月以内／解雇除く) 

離 職 不 明 

    人 人 人 件 件 件 人 人 

    人 人 人 件 件 件 人 人 

    人 人 人 件 件 件 人 人 

    人 人 人 件 件 件 人 人 

    人 人 人 件 件 件 人 人 

計   人 人 人 件 件 件 人 人 

 

様
式
第
８
号
（
第
２
面
）

様式第8号(第2面) 

6収入状況(国内・国外) 

項目  

取扱 

業務等の区分 

求人者(上限制)手数料 

(職業安定法第32条の3第1項第1

号の規定による手数料) 

求人受付手数料 

(別表) 

求人者(届出制)手数料 

(職業安定法第32条の3第1項第2

号の規定による手数料) 
求職受付手数料 

常用 臨時 日雇 常用 臨時 日雇 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

  千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

計 千円 千円 千円 件 千円 千円 千円 千円 件 千円 

 

項目  

取扱 

業務等の区分 

求職者手数料 

(職業安定法第32条の3第2項の規定による手数料) 

常用 臨時 日雇 

芸能家 件 千円 件 千円 件 千円 

モデル 件 千円 件 千円 件 千円 

科学技術者 件 千円 件 千円 件 千円 

経営管理者 件 千円 件 千円 件 千円 

熟練技能者 件 千円 件 千円 件 千円 

計 件 千円 件 千円 件 千円 
 

7職業紹介の業務に従事する者の数 
  

8返戻金制度 

人   有・無 (有の場合、その概要) 

 

9従業員教育 

日時 従業員数 教育内容 

      

      

      

 

 1 職業安定法第32条の16第1項の規定により上記のとおり報告します。 

 2 職業安定法第33条第4項において準用する同法第32条の16第1項の規定により上記のとおり報告します。 

          令和   年   月   日 

      厚生労働大臣 殿          ⑨ 氏名又は名称 
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様
式
第
８
号
（
第
３
面
）

様式第8号(第3面) 

 

 記載要領 

  1 職業紹介を行う事業所ごとに別紙で記載することとし、職業紹介事業者を管轄する都道府

県労働局にまとめて提出すること。 

  2 対象期間については、前年の4月1日から3月末日まで(4④欄にあっては前々年の4月1日か

ら前年の3月末日まで)とすること。 

  3 1には、許可番号を記載すること。 

  4 3には、対象期間における紹介予定派遣に係る実績の有無を記載すること。 

  5 活動状況(国内) 

   (1) 4①の「求人数」及び4③欄には、「取扱業務等の区分」ごとに、1箇年における求人及

び就職数について、「常用」(4③欄にあっては無期雇用」、「それ以外」)、「臨時」、「日雇」

の区分ごとに記載することとし、常用についてはその人(件)数、臨時及び日雇について

はその延数(人日)を記載すること。3において「有」と記載した場合は「取扱業務等の区

分」の欄に区分ごとに括弧書きで紹介予定派遣に係る状況を記載すること(以下、(2)か

ら(5)まで及び7において同じ。)。 

   (2) 4①の「有効求人数」、②の「有効求職者数」欄には、それぞれその3月末における有

効求人数、有効求職者数を記載すること。 

   (3) 4②の「新規求職申込件数」欄には、「取扱業務等の区分」ごとに対象期間中に新たに

求職申込みのあった件数を記載すること。 

   (4) 4④の「離職」欄には、前々年の4月1日から前年の3月末日までの間に就職した者(期

間の定めのない労働契約を締結した者に限る。以下「無期雇用就職者」という。)のうち、

就職後6ヶ月以内に離職した者の数を、④の「不明」欄には、無期雇用就職者のうち、就

職後6ヶ月以内に離職したかどうか明らかでない者の数を記載すること。 

   (5) 4欄において、「常用」とは、4ヵ月以上の期間を定めて雇用される者又は期間の定め

なく雇用される者をいい、「臨時」とは、1ヵ月以上4ヵ月未満の期間を定めて雇用される

者をいい、「日雇」とは、1ヵ月未満の期間を定めて雇用される者をいう。なお、雇用の

予定期間は、雇用の開始年月日から雇用契約の期間の終了する年月日までの日数とし、

雇用の予定期間内に休日があっても雇用が継続する場合は、すべて通算するものとする

こと。ただし、断続的な就労の場合は日雇とすること。 

  6 活動状況(国外) 

   (1) 5⑤の「求人数」及び⑦欄には、「取扱業務等の区分」ごとに、1箇年における求人、

期間の定めのない労働契約を締結して就職した人(件)数、それ以外の就職人(件)数を記

載すること。 

   (2) 5⑤の「有効求人数」及び⑥の「有効求職者数」欄には、それぞれその3月末における

有効求人数、有効求職数を記載すること。⑥の「新規求職申込件数」欄には、「取扱業務

等の区分」ごとに対象期間中に新たに求職申込みのあった件数を記載すること。 

   (3) 5⑧の「離職」欄には、無期雇用就職者のうち、就職後6ヶ月以内に離職した者の数を、

5⑧の「不明」欄には、無期雇用就職者のうち、就職後6ヶ月以内に離職したかどうか明

らかでない者の数を記載すること。 

様
式
第
８
号
（
第
４
面
）

様式第8号(第4面) 

 

  7 6の収入状況には、「常用」、「臨時」、「日雇」の区分及び「取扱業務等の区分」ごと

に、対象期間内における全ての手数料収入について記載すること。 

    また、芸能家、モデル、科学技術者、経営管理者及び熟練技能者に係る手数料に

ついては、求人者手数料(職業安定法第32条の3第1項第1号及び第2号の規定による手

数料)又は求職者手数料(職業安定法第32条の3第2項の規定による手数料)にそれぞ

れ別に記載すること。 

  8 ⑨欄には、氏名(法人又は団体にあってはその名称及び代表者の氏名)を記載するこ

と。 

  9 その紹介により就職した者のうち第二種特別加入保険料(労働者災害補償保険法施

行規則第46条の18第5号の作業に従事する者に対する保険料)に充てるべき手数料を

徴収した場合は、手数料管理簿の写しを本報告書に添えて提出すること。 

  10 7の「職業紹介の業務に従事する者の数」欄には、当該職業紹介を行う事業所に係

る3月末における職業紹介の業務に従事する者の数を記載すること。 

  11 8の「返戻金制度」欄には、返戻金制度(その紹介により就職した者が早期に離職

したことその他これに準ずる理由があった場合に、当該者を紹介した雇用主から徴収

すべき手数料の全部又は一部を返戻する制度その他これに準ずる制度)の有無を記載

すること。また、返戻金制度を設けている場合には、その概要を記載すること。 
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様式第8号の2(表面) 

(日本産業規格A列4) 

特別の法人 無料職業紹介事業報告書 

1 届出受理番号 

2 事業所名 

 

3 活動状況(国内) 

 (1) 構成員のみを求人者とするもの 

項 目 

 

取扱 

業務等の区分 

① 求 人 ② 求 職 

 有 効

求人数 

求 人 数 
 有効求

職者数 

新規求職

申込件数 
 常 用

求人数 

 臨時求

人延数 

 日雇求

人延数 

  人 人 人日 人日 人 件 

              

              

              

計 人 人 人日 人日 人 件 

 

項 目 

 

取扱 

業務等の区分 

③ 就 職 ④ 離 職 

常用就職件数 臨 時

就職延数 

日 雇

就職延数 

無期雇用 

(6ヶ月以内／解雇除く) 

無期雇用 それ以外 離職 不明 

  件 件 人日 人日 人 人 

              

              

              

計 件 件 人日 人日 人 人 

 

 (2) 構成員のみを求職者とするもの 

項 目 

 

取扱 

業務等の区分 

① 求 人 ② 求 職 

 有 効

求人数 

求 人 数 
 有効求

職者数 

新規求職

申込件数 
 常 用

求人数 

 臨時求

人延数 

 日雇求

人延数 

  人 人 人日 人日 人 件 

              

              

              

計 人 人 人日 人日 人 件 

 

項 目 

 

取扱 

業務等の区分 

③ 就 職 ④ 離 職 

常用就職件数 臨 時

就職延数 

日 雇

就職延数 

無期雇用 

(6ヶ月以内／解雇除く) 

無期雇用 それ以外 離職 不明 

  件 件 人日 人日 人 人 

              

              

              

計 件 件 人日 人日 人 人 

 

 (3) 求人・求職とも構成員とするもの 

項 目 

 

取扱 

業務等の区分 

① 求 人 ② 求 職 

 有 効

求人数 

求 人 数 
 有効求

職者数 

新規求職

申込件数 
 常 用

求人数 

 臨時求

人延数 

 日雇求

人延数 

  人 人 人日 人日 人 件 

              

              

              

計 人 人 人日 人日 人 件 

 

項 目 

 

取扱 

業務等の区分 

③ 就 職 ④ 離 職 

常用就職件数 臨 時

就職延数 

日 雇

就職延数 

無期雇用 

(6ヶ月以内／解雇除く) 

無期雇用 それ以外 離職 不明 

  件 件 人日 人日 人 人 

              

              

              

計 件 件 人日 人日 人 人 

 

4 活動状況(国外)(相手国別・総計) 

項 目 

 

取扱 

業務等の区分 

相手国 

⑤ 求 人 ⑥ 求 職 

⑦ 就職

件数 
 有 効

求人数 
求人数 

 有効求

職者数 

新規求職

申込件数 

    人 人 人 件 件 

              

              

              

計   人 人 人 件 件 

 

5 職業紹介の業務に従事する者の数 

  人 

 

6 従業員教育 

日時 従業員数 教育内容 

      

      

      

 

     職業安定法第33条の3第2項において準用する同法第32条の16第1項の規定により上記のとおり報告します。 

 

     令和   年   月   日 

                    ⑧氏名又は名称 

     厚生労働大臣 殿 
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様式第8号の2(裏面) 

 

 記載要領 

  1 無料職業紹介事業を行う事業所ごとに別紙で記載することとし、無料職業紹介事業

者を管轄する都道府県労働局にまとめて提出すること。 

  2 対象期間については、前年の4月1日から3月末日まで(3の(1)から(3)までの④欄に

あっては前々年の4月1日から前年の3月末日まで)とすること。 

  3 1には、届出受理番号を記載すること。 

  4 活動状況(国内) 

   (1) 3の(1)から(3)までの①の「求人数」及び③欄には、それぞれ「取扱業務等の

区分」ごとに1ヶ年における求人及び就職数について、常用(4③欄にあっては「無

期雇用」、「それ以外」)、臨時、日雇の区分ごとに記載することとし、常用につい

てはその人(件)数、臨時及び日雇についてはその延数(人日)を記載すること。 

   (2) 3の(1)から(3)までの①の「有効求人数」、②の「有効求職者数」欄には、それ

ぞれその3月末における有効求人数、有効求職者数を記載すること。 

   (3) 3の(1)から(3)までの②の「新規求職申込件数」欄には、「取扱業務等の区分」

ごとに対象期間中に新たに求職申込みのあった件数を記載すること。 

   (4) 3の(1)から(3)までの④の「離職」欄には、前々年の4月1日から前年の3月末日

までの間に就職した者(期間の定めのない労働契約を締結した者に限る。以下「無

期雇用就職者」という。)のうち、就職後6ヶ月以内に離職した者の数を、④の「不

明」欄には、無期雇用就職者のうち、就職後6ヶ月以内に離職したかどうか明らか

でない者の数を記載すること。 

   (5) 3の(1)から(3)までの欄において、「常用」とは、4ヶ月以上の期間を定めて雇

用される者又は期間の定めなく雇用される者をいい、「臨時」とは、1ヶ月以上4ヶ

月未満の期間を定めて雇用される者をいい、「日雇」とは、1ヶ月未満の期間を定

めて雇用される者をいう。なお、雇用の予定期間は、雇用の開始年月日から雇用

契約の期間の終了する年月日までの日数とし、雇用の予定期間内に休日があって

も雇用が継続する場合は、すべて通算するものとすること。ただし、断続的な就

労の場合は日雇とすること。 

  5 活動状況(国外) 

   (1) 4の⑤の「求人数」及び⑦欄には、「取扱業務等の区分」ごとに、1ヶ年におけ

る求人、就職延数を記載すること。 

   (2) 4の⑤の「有効求人数」及び⑥の「有効求職者数」欄には、それぞれその3月末

における有効求人数、有効求職者数を記載すること。 

   (3) 4の⑥の「新規求職申込件数」欄には、「取扱業務等の区分」ごとに対象期間中

に新たに求職申込みのあった件数を記載すること。 

  6 5の「職業紹介の業務に従事する者の数」欄には、当該職業紹介を行う事業所に係

る3月末における職業紹介の業務に従事する者の数を記載すること。 

  7 ⑧欄には、氏名(法人又は団体にあってはその名称及び代表者の氏名)を記載するこ

と。 

様
式
第
８
号
の
３
（
表
面
）
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様式第9号(表面) 

                                        (日本産業規格B列8) 

第      号 

職業紹介事業等立入検査証 

  
 

    官 職 

    氏 名 

 

年  月  日生     

 

 上記の者は、職業安定法第50条第2項の規定により立入検査をする職員

であることを証明する。 

 

 

   年  月  日 

  

写

真 

厚生労働大臣又は都道府県労働局長 印  
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